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第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
外
交
再
考

―
消
費
国
間
協
調
参
画
と
中
東
政
策
「
明
確
化
」

―
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潤
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一
　
は
じ
め
に

二
　
第
一
次
石
油
危
機
の
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と
性
質

　
㈠
　
石
油
危
機
の
二
つ
の
側
面
と
直
接
要
因

　
㈡
　
間
接
要
因
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石
油
市
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の
構
造
変
動
と
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費
国
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協
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画

　

―
間
接
要
因
へ
の
対
応

　
㈠
　
国
際
的
な
課
題
と
し
て
の
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費
国
間
協
調

　
㈡
　
消
費
国
間
協
調
の
進
展
と
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の
対
応

　
㈢
　
国
際
エ
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関
（
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四
　
中
東
政
策
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明
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治
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―
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㈠
　
中
東
政
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㈢
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明
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の
評
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と
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混
乱
」
の
原
因

五
　
お
わ
り
に
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　「
石
油
危
機
」
は
多
く
の
点
で
従
来
の
日
本
の
あ
り
方
に
疑
問
符
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
な
お
、
わ
れ
わ
れ
の
直
面
し
て
い

る
試
練
は
そ
う
明
確
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
石
油
の
生
産
削
減
の
惹
き
お
こ
し
た
「
危
機
」
の
鮮
烈
さ
に
比
べ
て
、
そ
の
後
の
事
態
の
与
え

る
課
題
は
そ
う
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
。
や
が
て
「
石
油
危
機
」
が
フ
ェ
ー
ド
・
ア
ウ
ト
す
る
に
つ
れ
て
、
課
題
の
不
明
瞭
さ
が
次
第
に

前
面
に
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
変
化
の
必
要
の
認
識
が
次
第
に
薄
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
、
そ
れ
は
知

的
な
失
敗
で
あ
る
。 

―
高
坂
正（
1
）堯　

　

一
　
は
じ
め
に

　
高
度
経
済
成
長
を
経
て
経
済
大
国
と
し
て
迎
え
た
一
九
七
〇
年
代
、
日
本
は
相
次
ぐ
対
外
的
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、

国
民
生
活
を
直
撃
し
た
最
大
級
の
危
機
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
の
が
七
三
年
一
〇
月
に
発
生
し
た
第
一
次
石
油
危
機
で
あ
る
。

　
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
外
交
に
つ
い
て
は
多
数
の
研
究
が
存
在（
2
）し、
資
料
状
況
の
改
善
も
あ
り
、
近
年
は
当
時
の
外
交
文
書

を
用
い
た
研
究
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い（
3
）る。

従
来
の
研
究
は
い
ず
れ
も
、
石
油
戦
略
を
受
け
た
日
本
が
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
中

東
政
策
「
明
確
化
」
を
行
っ
た
過
程
に
注
目
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
研
究
は
中
東
政
策
「
明
確
化
」
に
ア
メ
リ
カ
が
反
対
し
て
い

た
こ
と
を
重
視
し
、
日
米
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
問
題
設
定
か
ら
は
、
必
ず
し
も

日
米
関
係
に
還
元
さ
れ
な
い
日
本
政
府
内
の
多
様
な
立
場
が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
や
Ｉ
Ｅ
Ａ

設
立
と
い
っ
た
石
油
危
機
後
の
消
費
国
間
協
調
へ
の
日
本
の
参
画
も
、
中
東
政
策
「
明
確
化
」
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
日
米
関
係
の
修
復
と

い
う
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
論
で
詳
し
く
検
討
す
る
よ
う
に
、
第
一
次
石
油
危
機
の
直
接
要
因
は
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油

戦
略
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
六
〇
年
代
か
ら
徐
々
に
進
行
し
て
い
た
石
油
市
場
の
構
造
変
動
（
消
費
国
と
産
油
国
の
力
関
係
の
逆
転
）

と
い
う
間
接
要
因
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
石
油
市
場
の
構
造
変
動
へ
の
対
応
と
し
て
、
消
費
国
間
の
協
調
枠
組
を
構
築
す
る
こ
と
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が
石
油
危
機
以
前
か
ら
模
索
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
検
討
が
進
ん
で
い（
4
）た。
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
外
交
の
全
体
像
を
検
討

す
る
た
め
に
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
戦
略
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
石
油
市
場
の
構
造
変
動
へ
の
対
応
も
併
せ
て
分
析
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
二
つ
の
対
応
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
東
政
策
「
明
確
化
」
の
過
程
が
な
ぜ
「
混
乱
」
し
た
の
か
、
そ
し
て

政
府
内
に
存
在
し
た
多
様
な
政
策
的
立
場
が
浮
き
彫
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
外
交
を
、
石
油
市
場
の
構
造
変
動
へ
の
対
応
と

ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
戦
略
へ
の
対
応
の
両
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
が
注
目
し
て
き
た
後
者
に
つ
い
て
も
、
新
規
公
開

資
料
や
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
見
方
を
提
示
し
た
い
。

　
以
下
、
本
論
で
は
ま
ず
第
二
章
で
、
第
一
次
石
油
危
機
の
背
景
と
要
因
を
検
討
し
、
第
一
次
石
油
危
機
に
は
「
価
格
」
と
「
量
」
の
二

つ
の
側
面
が
あ
り
、
石
油
市
場
の
構
造
変
動
（
消
費
国
と
産
油
国
の
力
関
係
の
逆
転
）
と
い
う
間
接
要
因
と
、
産
油
国
の
石
油
戦
略
と
い
う

直
接
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
三
章
で
は
間
接
要
因
へ
の
対
応
と
し
て
消
費
国
間
協
調
へ
の
参
画
を
、
第
四
章

で
は
直
接
要
因
へ
の
対
応
と
し
て
中
東
政
策
「
明
確
化
」
の
過
程
を
分
析
す
る
。

二
　
第
一
次
石
油
危
機
の
背
景
と
性
質

㈠
　
石
油
危
機
の
二
つ
の
側
面
と
直
接
要
因

　
第
一
次
石
油
危
機
は
、「
価
格
」
と
「
量
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
持
つ
危
機
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
側
面
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
（
石
油
輸
出
国
機
構
）
と
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機
構
）
の
声
明
に
対
応
し
て
い
る
。

　
一
九
七
三
年
一
〇
月
六
日
、
エ
ジ
プ
ト
軍
が
シ
ナ
イ
半
島
で
、
シ
リ
ア
軍
が
ゴ
ラ
ン
高
原
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
戦
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闘
に
入
っ
た
。
第
四
次
中
東
戦
争
の
勃
発
で
あ
る
。
戦
局
は
当
初
、
ア
ラ
ブ
諸
国
側
に
有
利
に
展
開
し
た
が
、
次
第
に
膠
着
状
態
に
陥
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
〇
月
一
二
日
に
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
国
際
石
油
資
本
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
価
格
協
定
交
渉
が
無
期
限
凍

結
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
〇
月
一
六
日
午
前
中
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
石
油
相
会
議
が
開
催
さ
れ
、
会
議
終
了
後
に
原
油
公
示
価
格
を
七
〇
％
引
き
上

げ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
代
表
的
油
種
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ラ
イ
ト
の
公
示
価
格
は
三
・
〇
一
ド
ル
か
ら
五
・
一
一
ド

ル
に
ま
で
上
昇
し
た
。
石
油
会
社
と
の
交
渉
と
い
う
形
を
取
ら
ず
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
一
方
的
に
価
格
を
引
き
上
げ
た
こ
と
は
世
界
に
衝
撃
を

与
え
、
こ
こ
に
産
油
国
カ
ル
テ
ル
が
価
格
決
定
権
を
握
る
時
代
が
幕
を
開
け（
5
）た。
こ
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
声
明
が
「
価
格
」
に
関
す
る
危
機
の
直

接
要
因
で
あ
る
。

　
続
い
て
一
六
日
午
後
か
ら
翌
一
七
日
に
か
け
て
、
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
石
油
相
会
議
が
開
催
さ
れ
、
石
油
を
「
武
器
」
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

議
論
さ
れ（
6
）た。

会
議
で
は
石
油
資
本
の
国
有
化
と
い
う
強
硬
な
主
張
を
す
る
国
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
イ
ラ
ク
を
除
く
参
加
国
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
を
採
択
し
、
声
明
文
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
、「
九
月
の
生
産
レ
ベ
ル
の
五
％
を
越
え
な
い
範
囲
で
そ
の
石
油
生
産
を
直
ち
に

削
減
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
さ
ら
に
「
加
盟
国
は
、
生
産
削
減
が
ア
ラ
ブ
に
有
効
的
か
つ
物
質
的
支
援
を
与
え
、
あ
る
い
は
将
来
与
え

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
友
好
国
に
対
し
い
か
な
る
影
響
も
与
え
な
い
よ
う
削
減
以
前
受
け
て
い
た
の
と
同
じ
量
を
こ
れ
ら
の
友
好
国
に

供
給
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
石
油
供
給
に
関
す
る
条
件
を
提
示
し
て
い
（
7
）た
。
中
東
紛
争
と
石
油
供
給
を
結
び
付
け
、「
友
好
国
」
は
生
産
削

減
の
影
響
を
受
け
な
い
と
し
た
こ
と
が
石
油
戦
略
の
要
点
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
各
国
の
具
体
的
な
措
置
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た

が
、「
友
好
国
」
を
差
別
的
に
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
国
間
の
連
帯
を
切
り
崩
す
こ
と
に
狙
い
の
一
つ
が
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ

っ（
8
）た。

Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
声
明
に
よ
っ
て
、
石
油
危
機
の
第
二
の
側
面
で
あ
る
「
量
」
の
問
題
が
浮
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

㈡
　
間
接
要
因

　
石
油
危
機
の
直
接
要
因
は
「
価
格
」
と
「
量
」
に
関
す
る
二
つ
の
声
明
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
石
油
危
機
を
説
明
す
る
こ
と
は
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で
き
な
い
。
声
明
は
あ
く
ま
で
も
一
方
的
な
政
策
表
明
で
あ
り
、
そ
れ
が
石
油
危
機
に
発
展
し
た
背
景
に
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら

徐
々
に
始
ま
っ
て
い
た
国
際
石
油
市
場
の
構
造
変
動
、
す
な
わ
ち
「
買
い
手
市
場
」
か
ら
「
売
り
手
市
場
」
へ
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で 

あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
産
油
国
が
中
東
紛
争
の
た
め
に
石
油
を
「
武
器
」
と
し
て
使
う
の
は
、
第
四
次
中
東
戦
争
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。 

一
九
五
六
年
の
ス
エ
ズ
危
機
で
は
イ
ラ
ク
の
石
油
を
地
中
海
へ
運
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
し
、
六
七
年
の
第
三
次
中
東
戦

争
で
は
戦
闘
開
始
直
後
に
ス
エ
ズ
運
河
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
共
に
、
生
産
停
止
や
対
英
米
石
油
禁
輸
措
置
が
採
ら
れ
て
い（
9
）る。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
戦
略
が
全
世
界
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
中
東
諸
国
の
足
並
み
も
揃
わ
ず
、
ま
た
、
石
油
は
む
し
ろ

供
給
過
剰
で
あ
り
石
油
戦
略
に
よ
る
減
少
分
を
早
期
に
代
替
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
徐
々
に
変
化
し
、
産
油
国
と
消
費
国
の
力
関
係
は
逆
転
し
て

い
っ
た
。
力
関
係
が
変
化
し
た
原
因
と
し
て
、
相
互
に
連
関
す
る
以
下
の
三
つ
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
、
石
油
の
需
要
量
が
急

増
し
た
こ
と
で
あ
る
。
米
欧
や
日
本
な
ど
の
先
進
消
費
諸
国
は
、
六
〇
年
代
を
通
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
急
増
さ
せ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
の
推
移
は
予
想
さ
れ
た
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
石
油
依
存
度
が
六
〇
年
代
初
頭
の
予
測
を
大
き
く
上
回
る
形
で
高

ま
っ
て
い
っ
た
。
あ
る
一
年
当
た
り
の
石
油
消
費
量
の
伸
び
率
に
関
す
る
推
計
（
一
九
六
〇
年
〜
七
〇
年
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
三
・
五
％
、

西
欧
諸
国
が
四
・
一
％
、
日
本
が
一
四
・
三
％
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
実
の
伸
び
率
は
、
ア
メ
リ
カ
が
四
・
六
％
、
西
欧
諸
国
が
一
〇
・

五
％
、
日
本
が
一
七
・
五
％
で
あ
っ
）
10
（

た
。
第
二
次
大
戦
直
後
、
各
国
の
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
石
炭
で
あ
っ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と

環
境
問
題
へ
の
配
慮
か
ら
、
石
油
へ
の
急
速
な
転
換
が
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の
変
化
で
あ
）
11
（
る
。
巨
大
な
経
済
力
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
は
世
界
最
大
の
石
油
消
費
国
で
あ
っ
た

が
、
同
時
に
国
内
に
豊
富
な
石
油
資
源
を
持
つ
石
油
生
産
国
で
も
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
国
際
的
に
石
油
が
供
給
過
剰
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
生
産
は
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
は
膨
大
な
余
剰
生
産
力
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
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か
し
、
石
油
需
要
が
予
測
を
大
き
く
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
伸
び
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
余
剰
生
産
力
は
急
速
に
低
下
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
失
敗
も
あ
っ
た
。
供
給
過
剰
へ
の
対
応
と
し
て
石
油
の
国
内
生
産
は
抑
制
さ
れ
て
い
た
し
、

ま
た
環
境
問
題
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
新
規
油
田
開
発
も
遅
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
原
子
力
や
天
然
ガ
ス
な
ど
、
そ
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
開

発
も
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
七
〇
年
代
に
入
る
と
ア
メ
リ
カ
は
急
速
に
石
油
の
輸
入
量
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

六
七
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
消
費
量
の
う
ち
一
九
％
を
輸
入
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
七
二
年
に
は
二
八
％
、
七
三
年
に
は

三
五
％
を
輸
入
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
が
石
油
輸
入
国
と
な
る
こ
と
は
、
需
給
関
係
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
輸
入
先
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
中
東
地
域
で
あ
っ
た
。
石
油
危
機
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
中
東
石
油
へ
の

依
存
度
は
一
〇
％
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

　
第
三
は
、「
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
高
ま
り
で
あ
る
。
突
破
口
を
開
い
た
の
は
、
一
九
六
九
年
九
月
に
成
立
し
た
リ
ビ
ア
の
カ
ダ

フ
ィ
（M

uam
m
ar al-G

addafi

）
政
権
で
あ
っ
た
。
リ
ビ
ア
は
、
多
数
の
国
に
利
権
を
持
つ
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
く
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

を
狙
い
撃
ち
に
す
る
こ
と
を
突
破
口
に
し
て
、
次
々
と
国
際
石
油
資
本
へ
要
求
を
突
き
付
け
て
い
っ
）
12
（

た
。
こ
の
戦
術
が
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ト
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
へ
、
リ
ビ
ア
か
ら
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
体
へ
と
拡
大
し
、
七
〇
年
代
前
半
に
は
産
油
国
に
有
利
な
価
格
引
き
上
げ
協
定
や

事
業
参
加
協
定
が
相
次
い
で
国
際
石
油
資
本
と
の
間
で
結
ば
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
）
13
（

た
。

　
以
上
に
挙
げ
た
三
つ
の
要
因
が
相
互
に
連
関
し
な
が
ら
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
石
油
市
場
は
急
速
に

「
買
い
手
市
場
」
か
ら
「
売
り
手
市
場
」
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
石
油
市
場
の
構
造
変
動
が
第
一
次
石
油
危
機
の

間
接
要
因
で
あ
っ
た
。
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三
　
石
油
市
場
の
構
造
変
動
と
消
費
国
間
協
調
参
画

―
間
接
要
因
へ
の
対
応

㈠
　
国
際
的
な
課
題
と
し
て
の
消
費
国
間
協
調

　
第
一
次
石
油
危
機
前
後
に
お
け
る
日
本
政
府
の
対
応
と
し
て
は
、
一
般
に
は
田
中
角
栄
政
権
下
で
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
資
源
外
交
」
の
印
象
が
強
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
確
な
定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
資
源
外
交
」
は
海
外
で
の
資
源
開
発

を
促
進
す
る
と
共
に
産
油
国
と
の
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
が
大
き
な
柱
で
あ
り
、「
対
外
的
な
資
源
開
発
政
策
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
）
14
（
う
。
確
か
に
資
源
開
発
政
策
を
日
本
政
府
が
推
し
進
め
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
こ
こ
で
は
本
節
で
中
心
に
取
り
上
げ
る
消

費
国
間
協
調
と
の
違
い
と
し
て
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
資
源
開
発
政
策
は
、
石
油
の
安
定
供
給
確
保
が
重
要
な
目
的
の
一
つ

と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
流
部
門
に
お
け
る
利
益
確
保
と
い
う
通
商
政
策
の
側
面
が
あ
り
、
石
油
市
場
が

「
売
り
手
市
場
」
で
な
く
と
も
意
義
を
持
つ
政
策
で
あ
る
。
実
際
、
通
産
省
が
資
源
開
発
政
策
促
進
に
乗
り
出
す
の
は
石
油
市
場
の
構
造

変
動
が
始
ま
る
以
前
の
一
九
六
〇
年
代
前
半
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
消
費
国
間
協
調
は
、
自
国
の
み
で
も
実
行
可
能
な
通
商
政
策
と

は
異
な
り
、
産
油
国
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
し
て
ま
と
ま
り
力
を
持
ち
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
浮
上
し
た
多
数
の
国
が
関
わ
る
外
交
課
題
で
あ
る
。

　
消
費
国
間
協
調
が
国
際
的
な
課
題
と
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
第
三
次
中
東
戦
争
時
の
石
油
戦
略
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

こ
の
石
油
戦
略
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
だ
が
、
各
消
費
国
に
消
費
国
間
協
調
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
三
次
中
東
戦

争
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
、
巨
大
な
経
済
力
を
持
つ
世
界
最
大
の
石
油
消
費
国
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
国
内
に
豊
富
な
石
油
資
源
を
持
つ
石

油
生
産
国
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
措
置
に
よ
っ
て
生
じ
る
脅
威
は
、「
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
対
す
る
も
の
」
だ
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
）
15
（
る
。
と
は
い
え
、
米
欧
が
分
断
さ
れ
る
事
態
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
）
16
（
い
。
そ
こ
で
、

ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
戦
略
へ
の
対
処
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
前
身
の
欧
州
経
済
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｅ
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Ｅ
Ｃ
）
時
代
に
お
け
る
ス
エ
ズ
危
機
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
加
盟
国
に
石
油
供
給
確
保
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
①
各
加
盟
国
が
個
別
に

採
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
い
る
個
別
的
な
石
油
不
足
予
防
措
置
、
②
緊
急
事
態
発
生
に
際
し
て
の
供
給
割
当
、
③
備
蓄
計
画
を
定
め
る
こ

と
、
を
理
事
会
勧
告
と
し
て
定
め
て
お
り
、
石
油
特
別
委
員
会
や
執
行
委
員
会
と
い
っ
た
各
種
委
員
会
で
石
油
問
題
の
討
議
が
進
め
ら
れ

た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
は
上
記
勧
告
を
加
盟
時
に
留
保
し
て
い
た
た
め
に
消
費
国
間
の
協
力
を
進
め
る
体
制
が
整
っ

て
お
ら
ず
、
新
た
に
石
油
諮
問
委
員
会
（Advisory Body

）
を
設
置
し
て
各
国
の
石
油
情
勢
や
備
蓄
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
な
っ
）
17
（

た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
消
費
国
間
協
調
の
模
索
が
始
ま
っ
た
。

㈡
　
消
費
国
間
協
調
の
進
展
と
日
本
の
対
応

　
消
費
国
間
協
調
を
模
索
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
一
九
六
七
年
六
月
の
第
三
次
中
東
戦
争
だ
が
、
そ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る

の
は
、
七
一
年
二
月
に
テ
ヘ
ラ
ン
協
定
が
締
結
さ
れ
、
国
際
石
油
資
本
に
対
す
る
産
油
国
優
位
が
明
確
に
な
る
頃
で
あ
る
。
そ
し
て
、 

七
一
年
六
月
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
加
盟
国
に
対
し
て
九
〇
日
間
の
備
蓄
を
勧
告
し
た
こ
と
を
嚆
矢
に
、「
有
事
」
を
見
据
え
た
対
応
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
を
中
心
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
）
18
（

る
。

　
第
一
次
石
油
危
機
に
至
る
ま
で
の
消
費
国
間
協
調
の
進
展
と
日
本
の
対
応
を
概
観
す
る
と
、
国
際
的
な
石
油
情
勢
の
変
化
と
消
費
国
間

協
調
の
進
展
、
そ
し
て
資
源
に
関
わ
る
対
外
政
策
機
構
の
整
備
が
連
関
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
表
１
）。
外
務
省
で
は
、
第
三
次
中

東
戦
争
を
受
け
て
、
資
源
問
題
と
南
北
問
題
を
担
当
す
る
国
際
資
源
課
を
経
済
局
に
設
置
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
）
19
（
た
。
最
終
的
に
国
際
資

源
課
設
置
は
見
送
ら
れ
た
が
、
一
九
六
九
年
一
月
の
機
構
改
革
に
併
せ
て
経
済
統
合
課
が
資
源
問
題
を
所
掌
す
る
こ
と
に
な
っ
）
20
（

た
。
ま
た
、

テ
ヘ
ラ
ン
協
定
成
立
直
後
の
七
一
年
三
月
に
は
国
際
資
源
室
と
省
内
資
源
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
継
続
的
か
つ
系
統
的
な
情
報
収
集
・
分

析
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
）
21
（

た
。
こ
の
後
、
毎
年
の
よ
う
に
外
務
省
内
で
は
国
際
資
源
室
の
資
源
課
昇
格
が
検
討
さ
れ
る
な

ど
、
資
源
問
題
に
関
す
る
機
構
整
備
は
継
続
的
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
）
22
（

た
。
最
終
的
に
資
源
課
が
設
置
さ
れ
る
の
は
石
油
危
機
後
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表１　消費国間協調の進展

石油情勢 消費国間協調 外務省 その他

1967年 第三次中東戦争
［６月］

OECD石油諮問委員会
［６月～ 68 年 2 月］

資源課設置構想
［７月］

1969年 経済統合課
［１月］

1970年 トリポリ協定
［９月］

1971年 テヘラン協定
［２月］

OECD備蓄勧告
［６月］

国際資源室
＆資源委員会
［３月］

1972年

ジュネーブ協定
［１月］

国際資源問題
調査団派遣
［１⊖２月］

OECD欧州地域で
緊急時石油融通検討開始

［10 月～］

第1回国際資源
問題担当官会議
［10 月］

1973年

新ジュネーブ協定
［６月］

緊急時石油融通作業部会
［７月～ 10 月］

資源課設置構想
［６月］

資源エネルギー
庁国際資源課
［７月］

第一次石油危機
［10 月］

キッシンジャー演説
［12 月］

1974年

エネルギー ･ワシントン
会議

［２月］

対米禁輸解除
［３月］

ECG会合
［２⊖11 月］

資源課
［５月］

第２回国際資源
問題担当官会議
［３月］

IEA 設立
［11 月］

  （出典）筆者作成
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の
七
四
年
五
月
だ
が
、
資
源
課
設
置
に
繋
が
る
経
済
局
改
編
は
石
油
危
機
以
前
の
七
三
年
六
月
に
既
に
検
討
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
）
23
（
る
。

　
ま
た
、
通
産
省
で
も
全
省
的
な
機
構
改
革
に
際
し
て
、
一
九
七
三
年
七
月
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
設
置
さ
れ
、
長
官
官
房
に
消
費
国

間
協
調
へ
の
対
応
を
担
う
国
際
資
源
課
が
置
か
れ
）
24
（
た
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
国
際
資
源
課
は
、
石
油
危
機
へ
の
対
応
と
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉

で
、
外
務
省
の
国
際
資
源
室
（
資
源
課
）
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
消
費
国
間
協
調
参
画
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
）
25
（
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国

際
資
源
市
場
の
構
造
変
動
を
受
け
て
、
日
本
政
府
内
で
は
石
油
危
機
以
前
か
ら
機
構
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
関
係
省
庁
に
お
け
る
機
構
整
備
と
共
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
通
常
は
対
立
の
側
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
な
外
務
省
と
通
産
省
が
、

消
費
国
間
協
調
へ
の
参
画
と
い
う
点
で
は
、
早
い
段
階
か
ら
実
務
レ
ベ
ル
の
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
重
要

な
の
は
人
事
交
流
で
あ
る
。
例
え
ば
、
消
費
国
間
協
調
模
索
の
舞
台
と
な
っ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
代
表
部
の
資
源
問
題
担
当
者
は
通
産
省
か
ら
の

出
向
者
が
務
め
て
い
た
し
、
一
九
七
四
年
五
月
に
設
置
さ
れ
た
外
務
省
経
済
局
資
源
課
の
初
代
課
長
も
通
産
省
か
ら
の
出
向
者
で
あ
っ
た
。

消
費
国
間
協
調
に
関
す
る
多
国
間
協
議
の
場
で
は
外
務
省
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
緊
急
時
石
油
融
通
や
備
蓄
な
ど
に
関
す

る
技
術
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
通
産
省
の
持
つ
情
報
が
必
要
で
あ
り
、
外
務
・
通
産
両
省
は
互
い
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
）
26
（

る
。

　
人
事
交
流
に
加
え
て
、
調
査
団
の
共
同
派
遣
や
政
策
協
議
を
通
じ
て
共
通
認
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。一
九
七
一 

年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
外
務
省
、
通
産
省
の
担
当
者
及
び
石
油
業
界
関
係
者
か
ら
な
る
国
際
資
源
問
題
調
査
団
が
、
主
要
消
費
国

と
国
際
機
関
に
派
遣
さ
れ
、
産
油
国
・
消
費
国
そ
れ
ぞ
れ
の
動
向
が
包
括
的
に
調
査
さ
れ
）
27
（
た
。
ま
た
、
七
二
年
一
〇
月
に
は
国
際
資
源
問

題
担
当
官
会
議
が
開
催
さ
れ
、
外
務
省
及
び
関
係
省
庁
、
主
要
産
油
国
・
消
費
国
の
公
館
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
代
表
部
の
資
源
問
題
担
当
者
が
参

加
し
）
28
（
た
。
各
在
外
公
館
の
担
当
者
に
は
通
産
省
か
ら
の
出
向
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
会
議
は
省
庁
を
超
え
た
資
源
問
題
担
当
者
の
議
論
の

場
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
外
務
省
と
通
産
省
の
協
力
関
係
の
下
で
、
日
本
政
府
は
消
費
国
間
協
調
へ
参
画
す
る
方
針
を
固
め
て
い
っ
た
。
一
九
七
一

年
三
月
に
国
際
資
源
室
が
設
置
さ
れ
た
段
階
で
は
、
資
源
開
発
へ
の
支
援
が
議
論
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
翌
七
二
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
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け
て
国
際
資
源
問
題
調
査
団
を
派
遣
す
る
頃
に
は
消
費
国
間
協
調
へ
の
参
画
も
主
要
な
議
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
七
三
年
四
月
に

は
、
対
産
油
国
政
策
、
対
消
費
国
政
策
を
包
括
的
に
検
討
し
た
上
で
、
資
源
問
題
に
関
し
て
多
国
間
外
交
を
通
じ
て
国
際
石
油
市
場
の
安

定
を
目
指
す
と
い
う
政
策
の
基
本
線
が
形
成
さ
れ
）
29
（
た
。

　
具
体
的
な
消
費
国
間
協
調
枠
組
の
形
成
は
、
ス
エ
ズ
危
機
の
経
験
か
ら
協
調
枠
組
の
制
度
化
が
先
行
し
て
い
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
欧
州
地
域
が

先
行
す
る
形
で
始
ま
っ
）
30
（

た
。
一
九
七
二
年
一
〇
月
に
は
、
緊
急
時
石
油
融
通
枠
組
に
関
す
る
審
議
が
開
始
さ
れ
、
翌
七
三
年
七
月
に
は
欧

州
地
域
に
日
米
加
の
三
国
を
加
え
た
形
で
作
業
部
会
が
設
置
さ
れ
）
31
（
た
。
同
会
合
は
、
四
回
の
審
議
を
経
て
秋
ま
で
に
具
体
案
を
取
り
ま
と

め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。
技
術
的
な
問
題
も
あ
り
、
当
初
通
産
省
は
融
通
枠
組
へ
の
参
加
に
消
極
的
だ
っ
た
が
、
第
二
回
会
合
以
降

は
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
）
32
（
た
。
し
か
し
、
作
業
が
取
り
ま
と
め
に
入
っ
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
石
油
危
機
が
発
生
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
危
機
発
生
後
、
既
に
融
通
枠
組
が
存
在
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
欧
州
地
域
が
各
国
の
思
惑
の
違
い
か
ら
石
油
融
通
を
実
行

に
移
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
石
油
危
機
後
の
課
題
は
実
効
的
な
消
費
国
間
協
調
枠
組
の
形
成
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
危
機
発
生
以
前

に
進
め
ら
れ
て
い
た
議
論
の
基
本
的
な
枠
組
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
）
33
（

く
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
国
際
石
油
市
場
の
構
造
変
動
を
受
け
て
、
石
油
危
機
以
前
か
ら
日
本
は
外
務
・
通
産
両
省
の
協
力
関
係
の
下
で
消
費

国
間
協
調
に
参
画
し
、
具
体
的
な
議
論
を
進
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
次
に
見
る
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
へ

の
速
や
か
な
参
画
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

㈢
　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
設
立
へ
の
参
画

　
石
油
危
機
の
発
生
に
よ
っ
て
消
費
国
間
協
調
の
詳
細
を
詰
め
る
作
業
は
一
旦
停
滞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
危
機
発
生
か
ら
二
ヶ
月
弱

が
経
過
し
た
一
九
七
三
年
一
二
月
一
二
日
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

enry A. Kissinger

）
米
国
務
長
官
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
グ
ル
ー

プ
」
の
設
置
を
呼
び
掛
け
る
演
説
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
再
始
動
す
る
こ
と
に
な
）
34
（
る
。
石
油
危
機
後
の
消
費
国
間
協
調
の
模
索
は
、
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最
終
的
に
七
四
年
一
一
月
の
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
と
い
う
形
に
結
実
す
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
に
つ
い
て
は
そ
の
過
程

を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
特
徴
的
な
点
を
か
い
つ
ま
ん
で
説
明
す
）
35
（

る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
は
、
一
九
七
四
年
二
月
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
始
ま
り
、
会
議
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
業
の
た
め
に

設
置
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
整
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ
Ｃ
Ｇ
）
で
具
体
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。
石
油
危
機
以
前
の
消
費
国
間
協
調
模
索
と
Ｉ

Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
を
比
較
す
る
と
、
政
策
課
題
と
し
て
の
優
先
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
担
当
者
の
レ
ベ
ル
も
、
課
長
級
か
ら
次
官

級
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
日
本
の
Ｅ
Ｃ
Ｇ
会
合
首
席
代
表
に
は
鶴
見
清
彦
外
務
審
議
官
が
就
い
）
36
（
た
。
日
本
は
、
鶴
見
首
席
代
表
の
下
、
実
質

的
な
政
策
の
取
り
ま
と
め
を
外
務
省
の
宮
崎
弘
道
経
済
局
長
が
行
い
、
外
務
・
通
産
両
省
の
政
策
担
当
者
が
手
分
け
を
し
て
各
作
業
部
会

に
参
加
し
）
37
（
た
。
ま
た
、
石
油
危
機
以
前
は
各
国
に
義
務
付
け
る
備
蓄
水
準
や
石
油
融
通
の
具
体
的
な
ス
キ
ー
ム
を
巡
る
技
術
的
な
問
題
で

各
国
の
対
立
が
埋
ま
り
切
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
危
機
の
発
生
は
各
国
に
消
費
国
間
協
調
の
必
要
性
を
強
く
認
識
さ
せ
、
大
局
的
視
点
に

立
っ
た
歩
み
寄
り
が
見
ら
れ
た
。

　
日
本
は
、
Ｅ
Ｃ
諸
国
が
態
度
表
明
を
留
保
す
る
中
で
真
っ
先
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
招
請
に
応
じ
る
な
）
38
（

ど
、
石
油
危
機

後
の
消
費
国
間
協
調
参
画
に
当
初
か
ら
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
は
、
外
務
・
通

産
両
省
の
政
策
担
当
者
が
、
石
油
問
題
の
解
決
に
は
消
費
国
が
ま
と
ま
っ
て
脆
弱
性
を
低
下
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
と
、
開
放

的
な
国
際
経
済
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
が
日
本
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
）
39
（
た
。
ま
た
政
治
レ
ベ
ル

で
は
、
一
九
七
四
年
七
月
ま
で
外
相
を
務
め
た
大
平
正
芳
が
消
費
国
間
協
調
参
画
を
後
押
し
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
）
40
（

る
。

　
交
渉
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
①
ア
メ
リ
カ
の
産
油
国
と
の
強
い
対
決
姿
勢
、
②
産
油
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
意
見
が
強
い
日
本
国

内
か
ら
の
反
対
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
中
東
紛
争
で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
加
担
し
て
い
る
と
い
う
政
治
的
理

由
に
加
え
て
、
国
内
に
豊
富
な
石
油
資
源
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
他
の
消
費
国
と
比
べ
て
産
油
国
と
の
対
決
姿
勢
が
強
か
っ
た
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
グ
ル
ー
プ
」
設
置
を
呼
び
か
け
た
際
も
「
生
産
国
を
排
除
す
る
組
織
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
断
っ
て
は
い
た
も



第一次石油危機における日本外交再考

71

の
の
、
実
際
の
意
図
は
「
産
油
国
と
交
渉
す
る
消
費
国
グ
ル
ー
プ
」
の
結
成
に
あ
っ
）
41
（
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
石
油
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
を
輸
入
に

頼
る
日
本
は
、
消
費
国
間
協
調
の
必
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
い
か
に
産
油
国
と
の
対
決
色
を
薄
め
る
か
苦
心
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
次
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
石
油
危
機
勃
発
後
の
日
本
国
内
は
、
中
東
政
策
を
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
に
し
て
石
油
を
確
保
す

る
べ
き
と
い
う
声
が
強
く
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
対
抗
す
る
消
費
国
機
関
設
立
に
は
慎
重
な
声
が
存
在
し
て
お
り
、
閣
内
で
も
中
曽
根
康
弘
通
産

相
が
消
極
的
で
あ
っ
）
42
（

た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
消
費
国
間
協
調
参
画
に
際
し
て
は
、「
産
油
国
と
消
費
国
の
対
話
の
推
進
」
が
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
や
西
ド
イ
ツ
な
ど
日
本
と
利
害
関
係
を
同
じ
く
す
る
他
の
消
費
国
と
協
力
し
て
、
消
費
国
間
協
調
か
ら
産
油
国
と
の
対

決
姿
勢
を
薄
め
る
努
力
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
日
本
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
枠
内
に
設
置
す
る
こ
と
を
主
導
し
た
が
、
こ
れ
は
対
外
的

に
は
ア
ラ
ブ
諸
国
へ
の
配
慮
で
あ
る
一
方
で
、
対
内
的
に
は
難
航
が
予
想
さ
れ
た
国
会
審
議
を
回
避
し
、
消
費
国
間
協
調
を
国
内
の
政
治

問
題
か
ら
切
り
離
す
と
い
う
意
味
が
あ
っ
）
43
（
た
。

　
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
は
、
石
油
危
機
以
前
か
ら
模
索
さ
れ
て
い
た
消
費
国
間
協
調
の
一
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ー
ド

訪
日
に
日
本
が
湧
く
中
で
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
は
経
済
面
の
片
隅
で
「
石
油
融
通
制
ス
タ
ー
ト
」
と
小
さ
く
報
じ
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
）
44
（
た
。
石

油
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
は
依
然
高
く
、
訪
日
前
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
行
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す
る
演
説
が
新
聞
各
紙
の

一
面
で
報
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
）
45
（
ば
、
政
府
当
局
は
消
費
国
間
協
調
を
国
内
の
政
治
問
題
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
は
見
事
に
成
功

し
た
も
の
の
、
資
源
問
題
に
つ
い
て
国
民
と
政
府
の
理
解
が
乖
離
す
る
事
態
を
招
い
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。
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四
　
中
東
政
策
「
明
確
化
」
の
政
治
過
程

―
直
接
要
因
へ
の
対
応

㈠
　
中
東
政
策
の
論
点
化

　
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
第
一
次
石
油
危
機
以
前
か
ら
日
本
は
石
油
市
場
の
構
造
変
動
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
、
消
費
国
間
協
調

の
動
き
に
参
画
し
て
い
た
。
石
油
市
場
の
構
造
変
動
を
考
え
る
上
で
も
中
東
情
勢
の
動
向
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
第
三
次
中
東
戦
争
後
、

年
一
回
開
催
さ
れ
る
中
近
東
大
使
会
議
な
ど
の
場
で
継
続
的
に
日
本
政
府
は
中
東
情
勢
を
検
討
し
て
お
り
、
石
油
危
機
の
約
三
ヶ
月
前
、

一
九
七
三
年
七
月
に
は
大
平
外
相
列
席
の
下
で
会
議
が
開
か
れ
た
。
会
議
で
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
が
中
東
情
勢
打
破
を
目
的
に
石
油
を 

「
武
器
」
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
中
東
戦
争
が
勃
発
す
る
可
能
性
は
高
く
な
い
と
結
論

付
け
ら
れ
る
な
ど
、
危
機
感
は
切
迫
し
た
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
）
46
（

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
〇
月
六
日
に
第
四
次
中
東
戦
争
が
勃

発
し
た
の
で
あ
）
47
（
る
。

　
石
油
危
機
以
前
か
ら
中
東
戦
争
が
石
油
市
場
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
局
が
膠
着
状
態
に
陥
る
中
、

一
〇
月
一
五
日
に
は
外
務
省
の
関
係
各
課
が
集
ま
っ
て
中
東
戦
局
と
石
油
情
勢
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
）
48
（
た
。
こ
の
検
討
か
ら
は
、
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
声
明
と
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
声
明
が
出
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
日
本
政
府
が
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
主
導
に
よ
っ
て
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
石
油
を
武
器
に

用
い
る
動
き
が
模
索
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
掴
み
、
中
東
戦
局
の
推
移
に
よ
っ
て
は
石
油
情
勢
が
悪
化
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
把
握
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
原
油
公
示
価
格
の
一
方
的
な
引
き
上
げ
と
、
日
本
が
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
石
油
戦
略
の

対
象
国
と
な
る
事
態
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
声
明
と
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
声
明
が
発
表
さ
れ
た
直
後
、
外
務
省
が
注
目
し
た
の
は
「
量
」
で
は
な
く
「
価
格
」
の
側
面
で
あ
っ
た
。

各
国
を
中
東
政
策
で
分
類
し
供
給
削
減
を
行
う
と
い
う
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
具
体
的
措
置
が
明
ら
か
で
な
く
、
日
本
が
対
象
と
な
る
可
能
性
は
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高
く
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
）
49
（
る
。
ま
た
通
産
省
も
こ
の
段
階
で
は
、
主
と
し
て
原
油
価
格
の
上
昇
に
関
心
を
払
っ
て
い
）
50
（
た
。
た
だ

し
、
中
長
期
的
に
見
れ
ば
、「
価
格
」
の
問
題
は
重
要
で
は
あ
っ
た
が
、
消
費
国
と
産
油
国
の
力
関
係
の
逆
転
を
背
景
と
し
た
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
措
置
に
対
し
て
直
ち
に
採
れ
る
対
策
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
対
外
的
な
措
置
が
検
討
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
楽
観
的
な
情
勢
判
断
は
、
産
油
国
の
石
油
戦
略
の
具
体
像
が
分
か
る
に
従
っ
て
修
正
を
迫
ら
れ
た
。
産
油
国
が
、
石
油
を
「
武
器
」
と

す
る
た
め
に
生
産
削
減
を
行
い
、
各
消
費
国
を
「
友
好
国
」「
非
友
好
国
（
中
立
国
）」「
敵
対
国
」
に
分
類
し
て
、「
友
好
国
」
へ
優
遇
措

置
を
、「
敵
対
国
」
へ
の
禁
輸
措
置
を
採
る
方
針
を
示
し
、
日
本
が
生
産
削
減
措
置
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
る
「
非
友
好
国
」
に
分
類

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
政
府
内
で
危
機
感
が
高
ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
〇
月
二
〇
日
に
高
杉

幹
二
駐
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
と
接
触
し
、
日
本
が
「
非
友
好
国
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と

で
あ
っ
）
51
（

た
。
二
二
日
に
は
、
経
済
局
参
事
官
を
委
員
長
と
す
る
国
際
資
源
問
題
委
員
会
の
特
別
作
業
グ
ル
ー
プ
会
合
で
石
油
戦
略
へ
の
対

応
が
検
討
さ
れ
た
が
、
日
本
が
「
友
好
国
」
に
な
り
得
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
に
中
東
政
策
を
「
明
確

化
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た
踏
み
込
ん
だ
議
論
は
行
わ
れ
な
か
っ
）
52
（

た
。
こ
の
よ
う
な
期
待
を
打
ち
砕
い
た
の
が
、
一
〇
月
二
三
日
以

降
に
相
次
い
で
行
わ
れ
、
新
聞
各
紙
の
一
面
を
連
日
賑
わ
せ
た
石
油
会
社
か
ら
の
値
上
げ
及
び
石
油
割
当
削
減
通
告
で
あ
る
。
石
油
会
社

か
ら
の
通
告
を
境
に
、
具
体
的
な
緊
急
の
対
応
策
が
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
〇
月
下
旬
以
降
、
危
機
意
識
は
一
貫
し
て
高

ま
り
続
け
、
最
終
的
に
日
本
は
、
一
一
月
二
二
日
に
従
来
と
比
べ
て
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
中
東
政
策
と
し
て
二
階
堂

官
房
長
官
談
話
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
）
53
（

る
。

　
こ
こ
で
、
中
東
政
策
「
明
確
化
」
が
外
務
省
の
決
定
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
田
中
首
相
と
中
曽
根
通
産
相
は
、

ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
中
東
政
策
を
表
明
す
る
こ
と
で
石
油
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
を
早
く
か
ら
主
張
し
て
い
）
54
（
た
。
こ
う
し
た
閣
内
の
声
が

外
務
省
に
中
東
政
策
「
明
確
化
」
を
促
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
通
産
省
は
大
臣
が
親
ア
ラ
ブ
的
な
主
張
を
繰
り
返
す
一

方
で
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
重
視
す
る
国
際
部
門
に
は
「
明
確
化
」
に
反
対
す
る
声
が
強
く
一
枚
岩
と
は
言
え
な
か
っ
）
55
（
た
。
ま
た
、
技



法学政治学論究　第89号（2011.6）

74

術
的
な
問
題
か
ら
通
産
省
の
協
力
が
不
可
欠
な
消
費
国
間
協
調
参
画
と
は
異
な
り
、

中
東
政
策
の
検
討
は
通
産
省
の
職
掌
で
は
な
か
っ
）
56
（

た
。
田
中
首
相
が
中
東
政
策

「
明
確
化
」
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
だ
が
、
首
相
官
邸
の
役
割
を
過
大

視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
外
務
省
か
ら
出
向
し
て
い
た
首
相
秘
書
官
は
、
官
邸

で
中
東
政
策
「
明
確
化
」
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
に
対
し

て
報
告
し
て
い
た
）
57
（
が
、
実
際
に
は
次
官
と
官
房
長
が
「
明
確
化
」
に
賛
成
で
あ
っ

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
）
58
（

る
。

　
首
相
官
邸
、
通
産
省
、
石
油
業
界
な
ど
か
ら
の
働
き
か
け
は
存
在
し
た
が
、
本

節
後
半
で
検
討
す
る
よ
う
に
基
本
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
政
策
路
線
は
外
務
省
内
に

存
在
し
、
外
務
省
内
で
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、
日
本
政
府
は
ア

ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
中
東
政
策
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

㈡
　
四
つ
の
政
策
的
立
場

　
中
東
政
策
の
「
明
確
化
」
を
巡
っ
て
、
政
府
内
に
は
四
つ
の
政
策
的
立
場
が
存

在
し
た
（
表
２
）。

　
第
一
の
立
場
は
、
中
東
政
策
そ
の
も
の
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
り
、
彼
ら
は
石

油
危
機
を
、
そ
れ
ま
で
の
中
立
的
な
立
場
か
ら
ア
ラ
ブ
諸
国
を
重
視
す
る
形
に
中

東
政
策
を
「
明
確
化
」
す
る
好
機
と
捉
え
て
い
）
59
（

た
。
第
三
次
中
東
戦
争
以
来
の
経

緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
が
こ
れ
以
上
自
ら
の
立
場
を
曖
昧
な
ま
ま
に
し
て
お
く

表２　中東政策「明確化」に対する四つの政策的立場

①中東政策重視 ②産油国重視 ③石油市場重視 ④対米関係重視

重視する政策 中東政策「転換
（＝明確化）」

「石油確保」（＋
パニック沈静化） 石油市場の安定化 日米の友好関係

石油危機認識 中東政策「転換」
の好機 「量」が問題 「価格」が問題 ―

主要人物
中近東課長／国
連局政治課長／
調査室長

首相／通産相／
外務次官／官房
長／駐サウジア
ラビア大使／エ
ネ庁長官／首相
秘書官

外相／経済局長
／エネ庁国際資
源課長

外務省内の一般
的雰囲気（駐米
大使・駐クウェ
ート大使・中近
ア局首脳）

「転換」への態度 賛成 賛成 ― 反対

 （出典）筆者作成
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こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
、
こ
の
際
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
武
力
に
よ
る
領
土
占
領
に
反
対
す
る
日
本
の
立
場
を
「
明
確
化
」
す
る
べ
き
だ
と

考
え
た
の
で
あ
る
。
中
東
政
策
の
主
管
課
長
で
あ
る
山
本
学
中
近
東
課
長
が
中
心
的
な
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
第
二
は
、
石
油
確
保
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
る
。
石
油
危
機
を
「
量
」
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
戦
略
に
よ
っ
て

石
油
供
給
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
中
東
政
策
を
採
る
こ
と
で
石
油
確
保
を
図
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
基
本
的
な

主
張
で
あ
り
、
国
内
の
パ
ニ
ッ
ク
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
も
「
明
確
化
」
は
不
可
避
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
田
中
首
相
、
中
曽
根
通
産
相
、

外
務
省
で
は
法
眼
晋
作
事
務
次
官
、
鹿
取
泰
衛
官
房
長
な
ど
が
こ
の
立
場
で
あ
り
、
日
本
国
内
の
一
般
的
な
雰
囲
気
を
代
表
す
る
立
場
で

あ
っ
）
60
（

た
。

　
第
三
は
、
石
油
市
場
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
日
本
の
安
定
供
給
に
繫
が
る
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。
結
果
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
立
場
の

見
通
し
が
正
確
で
あ
っ
た
。
危
機
当
時
は
依
然
と
し
て
消
費
国
に
対
す
る
石
油
供
給
の
大
半
は
国
際
石
油
資
本
各
社
が
担
っ
て
お
り
、
世

界
全
体
の
供
給
削
減
分
が
各
消
費
国
の
間
で
均
等
に
削
減
さ
れ
た
た
め
、「
友
好
国
」
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
実
質
的
に
は
関
係
が
無

か
っ
た
の
で
あ
る
。
前
章
で
検
討
し
た
消
費
国
間
協
調
参
画
を
担
っ
た
関
係
者
の
大
半
は
、
こ
の
立
場
で
あ
っ
た
。
石
油
危
機
を
「
量
」

で
は
な
く
「
価
格
」
の
問
題
と
認
識
す
る
こ
の
立
場
か
ら
は
、
中
東
政
策
「
明
確
化
」
へ
の
態
度
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
石
油
確

保
を
目
的
と
す
る
「
明
確
化
」
は
不
必
要
だ
と
い
う
認
識
で
は
共
通
す
る
が
、
賛
否
の
姿
勢
は
各
自
が
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
や
中
東
政
策

と
し
て
の
政
治
的
妥
当
性
を
勘
案
し
て
決
め
て
い
っ
た
。
大
平
外
相
、
宮
崎
経
済
局
長
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
国
際
資
源
課
な
ど
が
こ
の

立
場
で
あ
）
61
（

る
。

　
そ
し
て
最
後
の
第
四
は
、
対
米
関
係
重
視
と
呼
び
得
る
立
場
で
あ
り
、
外
務
省
内
の
一
般
的
な
雰
囲
気
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
政

治
・
経
済
・
安
全
保
障
の
各
領
域
に
お
い
て
、
日
米
関
係
は
日
本
外
交
の
基
軸
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
反
対
す
る
政
策
を
日
本
が
採
る
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
論
理
だ
が
、
こ
の
立
場
か
ら
は
石
油
危
機
に
対
す
る
認
識
は
導
か
れ
得
な
い
。
大
平
外
相
も
「
量
」
は
問
題

で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
最
後
ま
で
「
明
確
化
」
に
反
対
し
た
の
で
あ
り
、
単
純
に
対
米
関
係
重
視
と
い
う
だ
け
で
は
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な
か
っ
た
。
外
務
省
内
の
一
般
的
な
雰
囲
気
は
代
表
し
た
政
策
的
立
場
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
立
場
だ
け
で
は
石
油
危
機
へ
の
対
応
策
は

何
も
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
最
終
的
に
省
内
の
議
論
で
「
明
確
化
」
賛
成
派
に
押
し
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
上
に
挙
げ
た
四
つ
の
政
策
的
立
場
は
、
当
時
存
在
し
た
代
表
的
な
見
方
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
論
理
的
に
は
相
互
に
矛
盾
す
る

わ
け
で
は
な
い
し
、
各
ア
ク
タ
ー
の
中
に
複
数
の
論
理
が
混
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
関
係
者
の
立
場

を
中
東
政
策
「
明
確
化
」
へ
の
賛
成
と
反
対
で
単
純
に
割
り
切
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
読
み
取
れ
る
。

　
同
時
に
、
前
章
で
検
討
し
た
消
費
国
間
協
調
へ
の
参
画
と
比
較
す
る
と
関
係
す
る
ア
ク
タ
ー
の
広
が
り
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
設

立
交
渉
は
、
次
官
級
で
進
め
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
代
表
は
経
済
担
当
の
外
務
審
議
官
で
あ
り
、
実
質
的
な
作
業
部
会
の
議
論
で
は
関

係
課
長
が
主
力
と
し
て
動
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
は
資
源
政
策
の
専
門
家
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
ま
た
石
油
危
機
以
前

か
ら
時
間
を
か
け
て
政
策
方
針
が
検
討
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
東
政
策
「
明
確
化
」
は
多
岐
に
わ
た
る
政
策
担
当

者
の
間
で
短
期
的
に
議
論
が
行
わ
れ
、
政
策
が
決
定
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

㈢
　
同
床
異
夢
の
中
東
政
策
「
明
確
化
」

　
中
東
政
策
「
明
確
化
」
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
措
置
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
四
次
中
東
戦
争
以
前
か
ら
、
日
本
政
府
の
基
本
的

な
中
東
政
策
は
、
戦
争
に
よ
る
領
土
獲
得
に
反
対
す
る
と
同
時
に
中
東
諸
国
に
平
和
共
存
を
訴
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府

が
拠
り
所
と
し
た
の
は
第
三
次
中
東
戦
争
後
に
出
さ
れ
た
国
連
安
保
理
決
議
第
二
四
二
号
で
あ
る
。
第
四
次
中
東
戦
争
開
始
直
後
に
出
さ

れ
た
山
下
元
利
官
房
副
長
官
発
言
は
、
中
東
問
題
は
「
一
九
六
七
年
の
国
連
安
保
理
決
議
第
二
四
二
号
に
基
づ
い
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
」

と
し
た
も
の
で
あ
っ
）
62
（
た
。
二
階
堂
官
房
長
官
談
話
は
、
こ
の
よ
う
な
方
針
を
よ
り
明
確
化
し
た
も
の
で
、
従
来
は
曖
昧
に
定
義
さ
れ
て
い

た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
占
領
地
」
を
、
ア
ラ
ブ
諸
国
側
の
主
張
す
る
「
全
占
領
地
」
と
し
、
さ
ら
に
情
勢
の
推
移
次
第
で
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル

に
対
す
る
政
策
を
再
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
「
国
交
断
絶
」
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
と
受
け
取
れ
る
表
現
を
用
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
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占
領
地
か
ら
の
撤
退
を
求
め
た
点
に
新
味
が
あ
る
。「
全
占
領
地
か
ら
の
撤
退
」
と
「
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
政
策
を
再
検
討
」
と
い
う

二
つ
が
「
明
確
化
」
の
柱
と
な
る
具
体
的
な
中
身
で
あ
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
中
東
政
策
「
明
確
化
」
の
政
治
過
程
を
検
討
し
て
い

こ
う
。

　
一
〇
月
下
旬
以
降
、
石
油
供
給
削
減
が
連
日
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
内
で
も
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
た
。「
ト
イ
レ
ッ

ト
・
ペ
ー
パ
ー
騒
動
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
一
連
の
買
い
だ
め
騒
動
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
一
月
一
日
の
こ
と
で
あ
）
63
（

る
。
ま
た
、
田

中
首
相
と
中
曽
根
通
産
相
が
会
談
し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
中
東
政
策
を
採
る
べ
き
で
あ
る
と
合
意
し
た
の
も
一
一
月
一
日
で
あ
っ
）
64
（
た
。

日
本
国
内
で
は
、
こ
の
時
期
か
ら
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
中
東
政
策
を
「
明
確
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
石
油
を
確
保
す
べ
き
と
の
声
が
急

速
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
外
務
省
の
動
き
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
、
供
給
削
減
が
伝
え
ら
れ
た
直
後
か
ら
中
東
政
策
の
「
明
確
化
」
が
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
。

一
〇
月
二
五
日
に
作
成
さ
れ
た
あ
る
文
書
は
、「
中
東
政
策
に
対
し
て
わ
が
国
の
立
場
を
明
確
に
説
明
す
る
」
こ
と
を
「
緊
急
に
検
討
す

べ
き
措
置
」
と
し
て
挙
げ
て
い
）
65
（

る
。
こ
の
文
書
で
は
同
時
に
、
総
理
親
書
や
特
使
派
遣
、
対
米
申
し
入
れ
、
中
東
諸
国
へ
の
経
済
援
助
等

も
検
討
し
て
お
り
、
日
本
が
危
機
に
際
し
て
採
っ
た
措
置
の
大
枠
は
こ
の
段
階
で
浮
上
し
て
い
た
。
ま
た
一
〇
月
二
九
日
に
調
査
部
が
作

成
し
た
資
料
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
全
占
領
地
」
か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
政
策
表
明
を
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
）
66
（

る
。
外
務
省
内
で
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
政
策
の
「
再
検
討
」
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
一
〇
月
末
の
段
階
で
「
明
確
化
」
の
準
備
は
整
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
一
月
前
半
ま
で
の
日
本
の
対
応
は
抑
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
二
五
日
に
は
法
眼
外
務
次
官
が
ア
ラ
ブ

諸
国
大
使
の
代
表
と
し
て
駐
日
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
を
招
い
て
口
上
書
を
手
交
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
一
部
字
句
が
修
正
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
従
来
の
政
策
を
改
め
て
表
明
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
）
67
（
る
。
ま
た
、
一
一
月
二
日
に
は
安
川
壮
駐
米
大
使
か
ら

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
に
申
し
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
和
平
努
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が

伝
え
ら
れ
る
の
み
で
、
中
東
政
策
「
明
確
化
」
に
向
け
た
検
討
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
）
68
（
た
。
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日
本
が
中
東
政
策
「
明
確
化
」
に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
一
月
五
日
に
伝
え
ら
れ
た
新
た
な
Ｏ
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
声
明
で
あ
る
。
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
一
一
月
末
ま
で
に
二
五
％
の
生
産
削
減
を
行
い
一
二
月
以
降
は
さ
ら
に
毎
月
五
％
ず
つ
削
減
幅
を

上
乗
せ
し
て
い
く
と
発
表
し
た
こ
と
は
、
日
本
政
府
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
そ
れ
ま
で
「
明
確
化
」
に
消
極
的
だ
っ
た
田
中
秀
穂
中
近

東
ア
フ
リ
カ
局
長
に
も
「
何
か
手
を
打
た
な
け
れ
ば
」
と
決
意
さ
せ
）
69
（
た
。
ま
た
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
声
明
を
受
け
て
、
直
ち
に
Ｅ
Ｃ
諸
国
が
、
第

三
次
中
東
戦
争
以
来
イ
ス
ラ
エ
ル
が
占
領
し
て
い
る
領
土
か
ら
の
撤
退
と
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
正
当
な
権
利
」
の
考
慮
を
掲
げ
る
声
明

を
発
表
し
た
こ
と
も
、「
明
確
化
」
へ
向
け
て
動
く
こ
と
を
日
本
に
促
し
た
。
日
本
は
時
間
稼
ぎ
の
た
め
に
一
一
月
六
日
に
新
た
な
声
明

を
発
表
す
る
）
70
（

が
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
形
の
政
策
表
明
の
検
討
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
明
確
化
」
の
中
身
を
詰
め
る
た
め
に
は
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
と

い
う
情
報
を
得
る
こ
と
、
第
二
は
、
中
東
和
平
交
渉
を
主
導
す
る
ア
メ
リ
カ
と
の
調
整
で
あ
る
。

　
第
一
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
日
本
が
選
択
し
た
の
は
密
使
派
遣
に
よ
る
情
報
収
集
で
あ
っ
）
71
（
た
。
外
務
省
の
密
使
と
し
て
は
、
前
駐
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
の
田
村
秀
治
と
元
外
務
省
ア
ラ
ビ
ス
ト
の
森
本
圭
市
の
二
人
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
他
に
も
ア
ラ
ビ
ア
石
油
の
水
野
惣

平
社
長
が
独
自
に
情
報
収
集
に
動
く
な
ど
、
様
々
な
情
報
や
要
請
が
外
務
省
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
の
声
明
起
草
に
際
し

て
意
味
を
持
っ
た
の
は
森
本
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
情
報
で
あ
っ
）
72
（

た
。
森
本
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
五
項
目
か
ら
な
る

声
明
案
を
受
け
取
っ
た
が
、
外
務
省
内
の
検
討
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
占
領
地
か
ら
撤
退
し
な
い
場
合
に
「
日
本
は
イ

ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
立
場
（her position w

ith Israel

）
を
再
検
討
（reconsider

）
す
る
」
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
）
73
（

た
。

外
交
用
語
と
し
て
は
「
断
交
」
を
も
意
味
す
る
「
再
検
討
」
と
い
う
言
葉
を
声
明
に
入
れ
る
こ
と
を
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
求
め
て
き
た
の

で
あ
る
。
省
内
で
は
意
見
が
割
れ
、
結
局
こ
の
段
階
で
「
再
検
討
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
と
の
調
整
は
、
一
一
月
八
日
に
小
和
田
恆
国
連
局
政
治
課
長
が
国
務
省
の
担
当
者
と
協
議
し
た
が
決
着
せ
）
74
（

ず
、
一
一
月
一
四

日
か
ら
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
の
訪
日
に
併
せ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
訪
日
に
際
し
て
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
大
平
外
相
、
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愛
知
揆
一
蔵
相
、
田
中
首
相
、
中
曽
根
通
産
相
の
順
番
に
会
談
を
行
っ
て
い
）
75
（
る
。
石
油
確
保
の
必
要
性
を
説
い
て
中
東
政
策
「
明
確
化
」

の
必
要
性
を
強
く
訴
え
た
の
は
、
田
中
首
相
と
中
曽
根
通
産
相
で
あ
っ
）
76
（

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
の
調
整
と
い
う
面
で
実
際
に

意
味
を
持
っ
た
の
は
、
こ
の
二
人
の
会
談
で
は
な
く
、
大
平
外
相
と
の
会
談
で
あ
っ
）
77
（
た
。
政
府
内
で
は
「
明
確
化
」
に
反
対
の
姿
勢
を
示

し
て
い
た
大
平
だ
っ
た
が
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
会
談
で
は
こ
う
し
た
姿
勢
は
一
切
見
せ
な
か
っ
た
。
そ
う
か
と
言
っ
て
、
田
中
や
中

曽
根
の
よ
う
に
具
体
的
な
数
値
を
挙
げ
て
ア
メ
リ
カ
に
救
済
を
求
め
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
が
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
と
異
な
る
立
場
を
取

ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
も
十
分
に
伝
わ
っ
）
78
（
た
。
ま
た
、
大
平
は
自
ら
の
会
談
中
に
、
声
明
案
に
関
す
る
事
務
方
同

士
の
折
衝
を
極
秘
に
行
わ
せ
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
配
慮
姿
勢
を
強
く
見
せ
て
い
）
79
（

た
。

　
大
平
と
の
会
談
と
事
務
方
同
士
の
折
衝
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た
翌
日
の
愛
知
蔵
相
と
の
会
談
で
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
大
平
と
の
会

談
と
同
じ
く
中
東
政
策
転
換
が
日
本
の
利
益
に
な
ら
な
い
こ
と
を
再
三
強
調
し
つ
つ
も
、
最
終
的
に
は
、「
日
本
政
府
が
い
か
な
る
行
動

を
と
る
こ
と
に
も
反
対
だ
」
と
前
置
き
を
し
た
上
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
既
に
発
表
し
た
声
明
の
内
容
ま
で
で
あ
れ
ば
「
理
解
し
う

る
」
と
、
日
本
が
何
ら
か
の
形
で
行
動
を
と
る
こ
と
を
事
実
上
容
認
す
る
発
言
を
行
っ
）
80
（

た
。
訪
日
後
に
行
わ
れ
た
国
務
省
ス
タ
ッ
フ
と
の

会
合
で
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
日
本
は
国
内
事
情
の
要
請
か
ら
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
中
東
政
策
表
明
を
行
う
だ
ろ
う
が
、
日
本
は
ア
メ

リ
カ
の
和
平
努
力
を
阻
害
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
強
調
し
て
い
）
81
（

る
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
早
く
か

ら
ア
メ
リ
カ
と
異
な
る
中
東
政
策
を
打
ち
出
し
、
ア
メ
リ
カ
の
和
平
努
力
に
全
く
協
力
姿
勢
を
見
せ
な
い
西
欧
諸
国
と
日
本
の
違
い
で
あ

っ
）
82
（

た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
訪
日
の
際
に
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
「
理
解
」
を
引
き
出
し
た
が
、
大
平
外
相
が
「
明
確
化
」
へ
の

消
極
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
務
省
内
の
調
整
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
）
83
（
た
。
法
眼
次
官
が
「
明
確
化
」
に
賛
意
を

示
し
、
ま
た
駐
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
か
ら
も
速
や
か
な
中
東
政
策
「
明
確
化
」
を
望
む
意
見
具
申
が
寄
せ
ら
れ
る
な
）
84
（

ど
、
キ
ッ
シ
ン
ジ

ャ
ー
訪
日
以
前
か
ら
外
務
省
内
で
は
「
明
確
化
」
を
主
張
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
が
、
大
平
が
最
後
ま
で
納
得
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
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一
一
月
一
八
日
に
は
具
体
的
な
検
討
項
目
を
列
挙
し
た
上
で
、
安
川
駐
米
大
使
に
米
側
と
の
「
折
衝
」
が
指
示
さ
れ
）
85
（
た
。

　
結
局
、
外
務
省
が
「
明
確
化
」
を
決
定
す
る
の
は
、
一
一
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
で
、
Ｅ
Ｃ
諸
国
へ
の
供
給
削
減

措
置
の
緩
和
と
日
本
に
対
す
る
措
置
の
継
続
が
決
定
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定
は
国
内
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
）
86
（
た
。
国
内
の
危
機

意
識
の
高
ま
り
を
受
け
、
翌
一
九
日
、
外
務
省
幹
部
会
で
、
法
眼
次
官
が
反
対
を
多
数
決
方
式
で
押
し
切
る
形
で
「
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す

る
政
策
の
再
検
討
」
と
い
う
言
葉
を
含
む
中
東
政
策
の
「
明
確
化
」
を
決
定
し
）
87
（

た
。
こ
の
結
果
、
駐
米
大
使
へ
の
指
示
は
「
理
解
」
を
取

り
付
け
る
こ
と
に
修
正
さ
れ
）
88
（
た
。
安
川
駐
米
大
使
は
、
一
一
月
二
〇
日
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
と
会
談
し
、
中
東
政
策
を
「
明
確

化
」
す
る
こ
と
を
「
通
報
」
し
）
89
（

た
。
そ
し
て
当
初
の
予
定
を
繰
り
上
げ
て
開
催
さ
れ
た
一
一
月
二
二
日
の
閣
議
に
お
け
る
了
解
を
経
て
、

二
階
堂
官
房
長
官
談
話
が
発
表
さ
れ
た
。

㈣
　「
明
確
化
」
の
評
価
と
「
混
乱
」
の
原
因

　
中
東
政
策
「
明
確
化
」
の
過
程
か
ら
読
み
取
る
事
が
出
来
る
の
は
、
一
貫
し
た
危
機
意
識
の
高
ま
り
が
、
最
終
的
な
「
明
確
化
」
に
結

び
つ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
ま
で
積
極
的
に
反
対
し
た
の
は
、
大
平
外
相
の
み
で
あ
り
、
消
極
的
反
対
派
の
意
見
は
多
数
決
と

い
う
手
段
に
よ
っ
て
封
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
幹
部
会
で
の
決
定
に
際
し
て
意
見
を
変
え
た
一
人
は
、
宮
崎
経
済
局
長
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
宮
崎
は
、
中
東
政
策
「
明
確
化
」
と
い
う
幹
部
会
の
決
定
は
、「
ア
ラ
ブ
諸
国
に
よ
る
石
油
の
政
治
利
用
と
い
う
誠
に
好
ま

し
か
ら
ざ
る
背
景
の
下
で
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
中
東
紛
争
に
つ
い
て
の
我
が
国
政
府
の
立
場
を
自
主
的
に
の
べ
た
も
の
と
し
て
、
か

つ
、
納
得
の
い
く
も
の
だ
っ
た
の
で
サ
イ
ン
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
と
い
）
90
（

う
。
最
後
に
意
見
を
変
え
た
宮
崎
に
し
て
も
、「
石
油
市
場
の

安
定
」
を
志
向
す
る
自
ら
の
政
策
的
立
場
を
変
え
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
短
期
的
・
例
外
的
な
危
機
感
の
高
ま
り
の
中
、
同
床
異
夢
と
い
う
形
で
中
東
政
策
を
「
明
確
化
」
し
た
こ
と
は
、
そ
の
評
価
に
影
響
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
階
堂
官
房
長
官
談
話
発
表
後
、
日
本
は
中
東
諸
国
に
三
木
特
使
を
派
遣
し
、
一
二
月
末
に
「
友
好
国
」
に
認
定
さ
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れ
）
91
（
た
。
こ
こ
に
国
内
の
パ
ニ
ッ
ク
は
よ
う
や
く
沈
静
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
四
年
一
月
に
通
関
統
計
が
発
表
さ
れ
石

油
輸
入
量
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
日
本
に
推
計
さ
れ
て
い
た
以
上
の
石
油
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
）
92
（

た
。
日
本
は
何
の
た
め
に

中
東
政
策
を
「
明
確
化
」
し
た
の
か
と
い
う
批
判
は
、
こ
の
事
実
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
先
に
分

類
し
た
政
策
的
立
場
で
言
え
ば
、
危
機
を
「
量
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
中
東
政
策
「
明
確
化
」
に
よ
っ
て
石
油
確
保
を
求
め
る
第
二
の
グ

ル
ー
プ
の
視
点
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
政
策
的
立
場
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
「
明
確
化
」
評
価
に
繫
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
中
東
政
策
を
重
視
す
る
立
場
に

立
て
ば
、「
明
確
化
」
そ
の
も
の
が
日
本
外
交
の
成
果
で
あ
っ
た
。
二
階
堂
官
房
長
官
談
話
起
草
作
業
を
担
い
、
退
官
後
の
二
〇
〇
二
年

か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
中
東
担
当
政
府
特
使
を
務
め
た
有
馬
龍
夫
は
、「
談
話
」
は
日
本
の
中
東
外
交
に
と
っ
て
「
遺
産
」
で
あ
り
一
九

七
三
年
の
時
点
で
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
声
明
を
出
し
て
い
な
け
れ
ば
八
〇
年
代
以
降
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
と
、
そ
の
政
治
的
意

義
を
強
調
し
て
い
）
93
（
る
。

　
危
機
を
「
価
格
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
第
三
の
政
策
的
立
場
に
立
つ
担
当
者
は
、
中
東
政
策
を
「
明
確
化
」
し
よ
う
と
し
ま
い
と
石

油
市
場
全
体
を
安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
日
本
の
供
給
安
定
も
な
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
も
そ
も
「
明
確
化
」
は
不
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
は
国
内
の
パ
ニ
ッ
ク
を
冷
や
や
か
な
目
で
見
て
い
た
の
で
あ
る
。「
明
確
化
」
の
中
東
政
策
と
し
て
の
意
義
を
最
終
的

に
は
認
め
た
宮
崎
経
済
局
長
は
、
続
く
三
木
特
使
派
遣
を
「
国
内
向
け
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」
と
考
え
、
同
時
期
に
再
始
動
し
つ
つ
あ
っ
た

消
費
国
間
協
調
の
動
向
を
注
視
し
て
い
）
94
（

た
。
実
際
、
十
二
月
末
に
は
、
原
油
公
示
価
格
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
新
た
な
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

声
明
が
出
さ
れ
、
七
四
年
に
入
る
と
、「
価
格
」
の
側
面
と
し
て
の
危
機
と
消
費
国
間
協
調
が
に
わ
か
に
政
策
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
こ

と
に
な
っ
）
95
（
た
。

　
第
四
の
政
策
的
立
場
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
反
対
を
振
り
切
っ
て
の
「
明
確
化
」
で
あ

っ
た
が
、
結
果
的
に
は
大
平
外
相
の
対
米
交
渉
の
成
果
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
反
応
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
）
96
（
た
。
日
米
関
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係
に
深
刻
な
摩
擦
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
以
上
、
こ
の
立
場
か
ら
は
そ
れ
以
上
の
評
価
が
導
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
以
上
の
政
策
的
立
場
に
基
づ
く
評
価
に
加
え
て
、
一
般
に
「
混
乱
」
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
中
東
政
策
「
明
確
化
」
の

政
治
過
程
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
き
た
い
。
日
本
の
政
策
決
定
が
「
混
乱
」
し
た
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
中
東
専
門
家
の
育
成
が
遅

れ
、
在
外
公
館
の
人
員
が
極
め
て
少
人
数
だ
っ
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
油
危
機
以
前
か
ら
国
際
資

源
室
で
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
供
給
削
減
を
行
う
可
能
性
を
検
討
し
て
お
り
、
関
係
各
国
と
の
情
報
交
換
や
メ
ジ
ャ
ー
各
社
へ
の
聴
き
取

り
が
行
わ
れ
て
い
）
97
（
た
。
ま
た
、
石
油
危
機
の
最
中
に
も
、
各
在
外
公
館
か
ら
多
数
の
重
要
な
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
）
98
（
る
。
確
か
に
、
在
外

公
館
か
ら
の
情
報
が
一
部
混
乱
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
中
東
地
域
の
在
外
公
館
増
強
は
石
油
危
機
後
の
課
題
と
な
っ
た
が
、
当

時
の
外
交
文
書
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
日
本
に
政
策
決
定
に
必
要
な
情
報
が
不
足
し
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
ま
た
、「
明

確
化
」
に
至
る
過
程
で
外
務
省
内
外
か
ら
様
々
な
働
き
か
け
は
あ
っ
た
が
、
二
階
堂
官
房
長
官
談
話
の
起
草
作
業
は
中
近
東
課
が
担
当
し
、

こ
の
作
業
そ
の
も
の
は
混
乱
な
く
進
め
ら
れ
た
と
い
）
99
（
う
。

　
情
報
収
集
体
制
や
起
草
作
業
よ
り
も
問
題
が
大
き
い
の
は
、
外
交
政
策
を
総
合
調
整
す
る
部
局
の
不
在
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
は 

一
九
六
〇
年
代
末
に
は
既
に
こ
の
問
題
は
外
務
省
内
で
浮
上
し
て
い
た
。
第
三
章
第
二
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
外
務
省
は
六
九
年
一
月

に
機
構
改
革
を
実
施
し
た
。
こ
の
機
構
改
革
で
は
、
地
域
課
を
各
地
域
局
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
局
を
整
理
し
経
済
局
の
機
能

を
多
国
間
外
交
に
特
化
さ
せ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
政
経
合
体
」
の
改
革
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
構
想
段
階
で
は
、「
総
合
的
な
情
勢

分
析
及
び
政
策
企
画
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
調
査
企
画
部
を
新
設
す
る
」
こ
と
が
、「
政
経
合
体
」
と
共
に
重
要
な
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
）
100
（

た
。
二
国
間
交
渉
の
積
み
重
ね
を
基
調
と
す
る
従
来
の
「
戦
後
処
理
型
」
の
外
交
か
ら
、
多
国
間
交
渉
と
部
局
横
断
型
の
政

策
課
題
へ
の
対
応
を
視
野
に
入
れ
た
「
政
策
企
画
型
」
に
外
交
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
）
101
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
省

内
で
の
審
議
と
大
蔵
折
衝
の
過
程
で
、
政
策
企
画
機
能
強
化
は
実
施
を
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
策
企
画
部
設
置
構
想
が
挫
折
し

た
後
、
調
査
部
が
複
数
の
部
局
に
ま
た
が
る
問
題
の
「
調
査
」
を
担
当
し
て
い
た
。
石
油
危
機
に
お
い
て
も
、
当
初
は
調
査
部
が
参
画
す
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る
形
で
国
際
資
源
室
や
中
近
東
課
と
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
検
討
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、「
明
確
化
」
を
巡
る
検
討
が
本

格
化
し
て
い
く
と
調
査
部
の
存
在
感
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
調
査
部
が
政
策
の
総
合
調
整
機
能

を
発
揮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
在
、
外
務
省
に
は
筆
頭
局
と
し
て
総
合
外
交
政
策
局
が
存
在
し
、
ま
た
首
相
官
邸
で
外
交
担
当
の
内

閣
官
房
副
長
官
補
が
各
省
を
ま
た
ぐ
外
交
案
件
を
処
理
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
総
合
調
整
機
能
を
担
う
部
局
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、

「
混
乱
」
す
る
こ
と
な
く
中
東
政
策
を
「
明
確
化
」
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

五
　
お
わ
り
に

　
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
外
交
は
、
対
中
東
政
策
の
「
明
確
化
」
と
ア
メ
リ
カ
と
の
調
整
だ
け
で
な
く
、
消
費
国
間
協
調
に
も

積
極
的
に
参
画
す
る
多
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
危
機
の
間
接
要
因
で
あ
る
石
油
市
場
の
構
造
変
動
に
対
し
て
、
日
本
は
多
国
間
主
義
に
基
づ
き
消
費
国
間
協
調
に
参
画
す
る
体
制
整
備

と
政
策
形
成
を
一
九
七
〇
年
代
前
半
か
ら
進
め
、
石
油
危
機
後
に
は
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
へ
い
ち
早
く
参
画
し
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
石
油

危
機
に
意
味
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
危
機
に
よ
っ
て
消
費
国
が
自
ら
の
脆
弱
性
に
対
す
る
認
識
を
深
め
た
こ
と
は
、
技
術
的
な
問

題
で
の
歩
み
寄
り
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
経
済
大
国
と
し
て
開
放
的
な
国
際
経
済
秩
序
維
持
に
寄
与
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
識
も
、

Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
参
画
の
前
提
と
な
っ
た
。
開
放
的
な
国
際
経
済
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
が
日
本
に
と
っ
て
も
利
益
に
な
る
と
い
う
こ
と

が
消
費
国
間
協
調
参
画
の
理
由
で
あ
っ
た
が
、
閣
内
を
含
め
て
国
内
に
親
ア
ラ
ブ
的
な
声
が
圧
倒
的
に
強
い
中
で
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
に
参
画
し

た
こ
と
は
、
外
交
当
局
に
と
っ
て
大
き
な
決
断
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
石
油
危
機
後
の
消
費
国
間
協
調
へ
の
参
画
は
、
先
行
研

究
が
指
摘
す
る
対
米
関
係
の
修
復
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
危
機
の
直
接
要
因
で
あ
る
中
東
諸
国
の
石
油
戦
略
に
対
し
て
は
、
日
本
は
ア
ラ
ブ
諸
国
寄
り
の
中
東
政
策
を
「
明
確
化
」
す
る
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と
い
う
対
応
を
採
っ
た
。
中
東
政
策
「
明
確
化
」
の
決
定
過
程
は
、
主
管
課
主
導
の
下
で
進
め
ら
れ
る
通
常
の
政
策
決
定
と
は
異
な
り
、

多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
利
害
関
心
が
交
錯
す
る
中
で
短
期
的
な
決
断
が
求
め
ら
れ
た
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
は
、
危
機
意
識
の
高

ま
り
続
け
る
中
で
、
同
床
異
夢
の
中
東
政
策
「
明
確
化
」
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
明
確
化
」
に
対
す
る
評
価
も
分
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
中
東
政
策
「
明
確
化
」
と
共
に
従
来
の
研
究
が
注
目
し
て
き
た
の
は
日
米
関
係
で
あ
る
。
第
一
次
石
油
危
機
に
お
い
て
日
米
両
国
は
対

立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
本
格
的
な
検
討
は
稿
を
改
め
て
行
う
こ
と
に
す
る
が
、
本
論
の
検
討
か
ら
、
中
東
政
策

「
明
確
化
」
を
巡
る
対
立
と
石
油
市
場
の
構
造
変
動
へ
の
対
応
で
の
協
調
を
総
合
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
指
摘
出
来
る

だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
た
日
本
像
を
多
面
的
に
考
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
消
費
国
間
協
調
の
文
脈

で
は
世
界
第
一
の
石
油
輸
入
大
国
で
あ
る
日
本
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
が
、
中
東
情
勢
へ
与
え
る
影
響
と
い
う
点
で
は
西
欧
諸
国
の

方
が
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
日
本
の
中
東
政
策
「
明
確
化
」
は
ア
メ
リ
カ
の
望
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と

は
消
費
国
間
協
調
の
中
に
日
本
を
組
み
込
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
に
せ
よ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈
の
中
に
位
置
付
け

て
日
米
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
次
石
油
危
機
が
発
生
し
た
一
九
七
〇
年
代
前
半
は
、
石
油
市
場
と
共
に
通
貨
市
場
も
大
き
な
動
揺
に
見
舞
わ
れ
た
国
際
経
済
秩
序

変
動
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
新
た
な
先
進
国
間
協
調
枠
組
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。
国
際
経
済
問
題
に
関
す
る
限
り
、

日
本
外
交
の
主
要
な
舞
台
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
多
国
間
交
渉
で
あ
っ
た
。
七
〇
年
代
半
ば
に
な
る
と
、
日
本
は
主
要
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ

ト
）
や
国
際
経
済
協
力
会
議
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
と
い
っ
た
国
際
会
議
に
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
く
。
石
油
市
場
の
構
造
変
動
を

受
け
た
消
費
国
間
協
調
へ
の
参
画
は
、
国
際
通
貨
問
題
へ
の
対
応
と
共
に
こ
の
よ
う
な
日
本
外
交
の
端
緒
と
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
多

国
間
交
渉
に
参
画
す
る
際
に
も
、
日
米
関
係
は
日
本
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
二
国
間
関
係
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
役
割
は
、
政
治
や
安
全

保
障
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
経
済
大
国
」
と
し
て
責
任
あ
る
対
応
を
求
め
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ら
れ
る
国
際
経
済
秩
序
の
「
共
同
管
理
者
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　
同
時
に
、
日
本
外
交
が
抱
え
て
い
た
限
界
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
戦
略
に
対
し
て
日
本
の
対
応

が
「
混
乱
」
し
た
こ
と
は
、
危
機
対
応
体
制
の
不
備
と
部
局
横
断
型
の
調
整
機
能
確
立
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。一
九
七
〇 

年
代
後
半
以
降
、
日
本
経
済
の
存
在
感
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
国
際
的
な
複
合
的
相
互
依
存
状
況
が
さ
ら
に
深
化
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
よ

う
な
外
交
体
制
が
、
二
国
間
の
経
済
摩
擦
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
結
果
に
繫
が
り
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
外
交
を
展
開

す
べ
き
時
代
に
経
済
摩
擦
の
処
理
に
追
わ
れ
る
結
果
を
招
い
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
中
東
戦
争
と
い
う
「
政
治
」
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
関
係
者
の
関
心
は
石
油
確
保
と
日
本
外
交
の
基
軸
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
絞
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
消
費
国
間
協
調
参
画
に
よ
っ
て
、
日
本
は
経
済
大
国
と
し
て
の
最
低
限
の
役
割
は
果
た
し
た
が
、
政
治
と

経
済
の
複
雑
な
連
関
を
前
提
に
い
か
な
る
外
交
を
展
開
す
べ
き
か
と
い
う
課
題
に
改
め
て
取
り
組
む
こ
と
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
っ
）
102
（

た
。

（
１
）  

高
坂
正
堯
「
こ
の
試
練
の
性
格
に
つ
い
て
」『
中
央
公
論
』
一
九
七
四
年
三
月
号
、
九
六
頁
。

（
２
）  

初
期
の
主
な
研
究
と
し
て
は
、
マ
ー
ク
・
セ
ラ
ル
ニ
ッ
ク
「
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
の
対
外
政
策
」『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
７
』

山
川
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、M

ichael M
. Yoshitsu, Caught in the M

iddle East: Japan

’s D
iplom

acy in Transition

（Lexington, 
M
ass.: Lexington Books, 1984

）, Chapter 1. 

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
研
究
書
で
は
な
い
が
、
柳
田
邦
男
『
狼
が
や
っ
て
き
た
日
』
文

春
文
庫
、
一
九
八
二
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
〈
第
五
巻
〉
石
油
シ
ョ
ッ
ク
・
国
鉄
労
使
紛
争
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
九
六
年
、
も
重
要
な
著
作
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
渡
邉
昭
夫
『
大
国
日
本
の
揺
ら
ぎ
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
八
―
一
〇
八
頁
、

は
通
史
的
記
述
の
中
で
日
本
の
対
応
を
「
パ
ニ
ッ
ク
と
呼
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
お
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
批
判
的
に
論
じ
て
い
る
。

（
３
）  

池
上
萬
奈
「
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
外
交
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
七
九
号
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
、
同
「
日
本
の
新
中
東
政
策

形
成
過
程
の
考
察
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
七
号
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
高
安
健
将
『
首
相
の
権
力
』
創
文
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
五
一
― 

一
五
九
頁
、
矢
吹
命
大
「
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
政
府
の
対
外
政
策
決
定
過
程
の
分
析
」『
国
際
政
治
経
済
学
研
究
』
第
二
三
号
、
二
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〇
〇
九
年
三
月
。

（
４
）  

白
鳥
潤
一
郎
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
政
策
の
胎
動
」『
国
際
安
全
保
障
』
第
三
八
巻
第
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
。

（
５
）  Ian Seym

our, O
PEC: Instrum

ent of Change

（London: M
acm
illan, 1980

）, pp. 113⊖115.
（
６
）  Ibid, pp. 116⊖121.

（
７
）  
声
明
全
文
は
、「
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機
構
）
石
油
大
臣
会
議
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
七
日
、
外
務
省
編
『
わ

が
外
交
の
近
況
　
一
九
七
四
年
版
』
下
巻
、
一
七
一
―
一
七
二
頁
。

（
８
）  

ダ
ニ
エ
ル
・
ヤ
ー
ギ
ン
（
日
高
義
樹
、
持
田
直
武
訳
）『
石
油
の
世
紀
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
一
年
、
下
巻
、
二
九
九
頁
。

（
９
）  

中
近
東
ア
フ
リ
カ
局
中
近
東
課
「
中
東
戦
争
と
石
油
」
一
九
六
七
年
一
〇
月
（
外
務
省
開
示
文
書
：2010⊖98

﹇
以
下
、
情
報
開
示
請
求
で
取

得
し
た
外
務
省
文
書
は
請
求
番
号
の
み
を
記
載
す
る
﹈）。

（
10
）  Joel D

arm
stadter and H

ans H
. Landsberg, 

“The Econom
ic Background,

” in Raym
ond Vernon

（eds.

）,

“The O
il Crisis: In 

Perspective,

” Daedalus,
（Fall, 1975

）, pp. 23⊖24.

（
11
）  Ibid., pp. 21⊖22.

（
12
）  

リ
ビ
ア
に
お
け
る
カ
ダ
フ
ィ
政
権
成
立
と
石
油
情
勢
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、J. B. Kelly, A

rabia, the G
ulf and the W

est

（N
ew
 York: 

Basic Books, 1980

）, Chapter V
II

、
を
参
照
。
な
お
、
カ
ダ
フ
ィ
政
権
成
立
直
後
に
行
わ
れ
た
中
近
東
大
使
会
議
で
は
、「
リ
ビ
ア
革
命
の
他

の
ア
ラ
ブ
王
制
国
家
へ
の
影
響
」
が
主
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
石
油
問
題
へ
の
影
響
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
中
近
東
ア
フ

リ
カ
局
中
近
東
課
「
昭
和
四
四
年
度
中
近
東
大
使
会
議
議
事
要
録
」
一
九
六
九
年
一
一
月
（2009⊖570

）。

（
13
）  

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
国
際
石
油
資
本
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
松
村
清
二
郎
『
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
多
国
籍
石
油
企
業
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
四
年
、

Ian Seym
our, O

PEC: Instrum
ent of Change

（London: M
acm
illan, 1980

）, Chapter IV

、
を
参
照
。

（
14
）  

戦
後
日
本
の
資
源
開
発
政
策
の
展
開
は
、
鈴
木
茂
『
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
政
策
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
五
年
、
第
二
部
、
に
詳
し
い
。

（
15
）  Telegram

 From
 the D

epartm
ent of State to the Em

bassy in G
erm
any, June 19, 1967, Foreign Relations of the U

nited States, 
1964⊖1968, Volum

e XXXIV, Energy D
iplom

acy and G
lobal Issues

（W
ashington D.C.: U.S. G

overnm
ent Printing O

ffice, 1999

）, 
D
oc. 246.

（
16
）  

実
際
に
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
戦
略
は
、
国
際
収
支
赤
字
の
問
題
な
ど
と
共
に
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
に
強
く
影
響
を
与
え
た
。G

ernot Klantschnig, 

“Oil, the Suez Canal, and Sterling Reserves: Econom
ic Factors D

eterm
ining British D

ecisionm
aking during the 1967 Arab⊖Is-
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raeli Crisis,

” Diplom
acy &

 Statecraft, Vol. 13, Issue 4

（Sep. 2003

）, pp. 131⊖150.

（
17
）  

経
済
局
国
際
機
関
第
二
課
「
中
東
石
油
問
題
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
―
一
九
六
七
年
六
月
二
二
日
ま
で
―
」
一
九
六
七
年
六
月
二
二
日
、
外
務
省
移
管
フ

ァ
イ
ル
『
国
際
石
油
事
情
／
中
東
問
題
に
伴
う
諸
外
国
の
対
応
』（SE. 1. 4. 6

）。

（
18
）  
こ
の
時
期
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
審
議
や
各
産
油
国
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
移
管
フ
ァ
イ
ル
『
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
／
事
業
参
加
問
題
、
原
油
公

示
価
格
調
整
問
題
』（SE. 19. 3. 6

）
所
収
文
書
を
参
照
。

（
19
）  
経
済
局
総
務
参
事
官
室
「
国
際
資
源
課
の
設
置
に
つ
い
て
」
一
九
六
七
年
一
〇
月
一
二
日
（2009⊖420

）。

（
20
）  

一
九
六
九
年
一
月
に
実
施
さ
れ
た
外
務
省
機
構
改
革
の
概
要
は
、
斉
藤
鎮
男
「
外
務
省
機
構
改
革
の
実
施
に
よ
せ
て
」『
経
済
と
外
交
』 

一
九
六
九
年
一
月
一
日
号
、
三
―
七
頁
、
を
参
照
。

（
21
）  

官
房
総
務
参
事
官
「
国
際
資
源
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
省
内
事
務
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
」
一
九
七
一
年
三
月
二
〇
日
（2009⊖419

）。

（
22
）  

経
済
局
「
国
際
資
源
課
の
増
設
に
つ
い
て
」
一
九
七
一
年
五
月
二
七
日
（2009⊖420

）、
国
際
資
源
室
「
国
際
経
済
二
課
（
仮
称
）
の
設
置
に

つ
い
て
」
一
九
七
二
年
六
月
六
日
（2009⊖420

）。
た
だ
し
、
後
者
は
外
務
省
内
の
調
整
段
階
で
却
下
さ
れ
予
算
要
求
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

（
23
）  

経
総
参
「
経
済
局
機
構
改
革
（
案
）」
一
九
七
三
年
六
月
三
〇
日
（2009⊖420

）。

（
24
）  

設
置
当
初
の
国
際
資
源
課
に
つ
い
て
は
、
豊
永
惠
哉
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
国
際
資
源
課
長
）「
国
際
資
源
課
長
日
記
（
上
）」『
通
産
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
一
九
七
六
年
五
月
号
、
五
八
―
六
五
頁
、
を
参
照
。

（
25
）  

林
昭
彦
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
〇
年
四
月
一
九
日
）。
林
氏
は
、
石
油
危
機
当
時
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
国
際
資
源
課
総
括
班
長
。

（
26
）  

同
右
。

（
27
）  

外
務
省
経
済
局
「
国
際
資
源
問
題
調
査
団
派
遣
に
つ
い
て
」
一
九
七
二
年
一
月
（2008⊖171

）、
経
資
源
「
石
油
を
巡
る
外
交
上
の
諸
問
題
」

一
九
七
二
年
一
月
二
〇
日
（2008⊖171

）。

（
28
）  

杉
山
洋
二
（
経
済
局
国
際
資
源
室
）「
激
動
の
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
石
油
問
題
に
ど
う
対
処
す
る
か
」『
経
済
と
外
交
』
一
九
七
二
年
一
二
月
号
、

三
七
―
四
七
頁
。

（
29
）  

経
済
局
国
際
資
源
室
「
石
油
資
源
外
交
強
化
の
た
め
の
提
案

―
石
油
資
源
の
長
期
安
定
供
給
確
保
の
た
め
の
諸
施
策
の
総
合
的
検
討

―
」

一
九
七
三
年
四
月
（2008⊖539

）。

（
30
）  

国
際
資
源
室
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
欧
州
地
域
に
お
け
る
緊
急
時
石
油
供
給
割
当
に
つ
い
て
」
一
九
七
二
年
一
一
月
三
〇
日
（2008⊖539

）。

（
31
）  

経
資
源
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
拡
大
緊
急
時
石
油
融
通
ス
キ
ー
ム
作
業
部
会
第
一
回
会
合
と
今
後
の
課
題
」
一
九
七
三
年
八
月
四
日
（2008⊖538

）。
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（
32
）  

豊
永
、
前
掲
「
国
際
資
源
課
長
日
記
（
上
）」
五
九
頁
。

（
33
）  

同
右
、
五
九
―
六
〇
頁
。

（
34
）  

駐
米
大
使
発
外
相
宛
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
す
る
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
新
提
案
」
一
九
七
三
年
一
二
月
一
二
日
（2007⊖567

）。

（
35
）  
Ｉ
Ｅ
Ａ
設
立
交
渉
に
お
け
る
日
本
外
交
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
白
鳥
潤
一
郎
「
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
の
設
立
と
日
本
外
交
」『
国
際
政

治
』
第
一
六
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
一
七
―
三
三
頁
。

（
36
）  
谷
内
正
太
郎
（
ア
メ
リ
カ
局
北
米
二
課
）「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
」『
経
済
と
外
交
』
一
九
七
四
年
四
月
号
、
二
七
頁
。

（
37
）  

林
昭
彦
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
谷
内
正
太
郎
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
〇
年
九
月
一
三
日
）。
谷
内
氏
は
、
当
時
、
エ
ネ
ル 

ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
主
管
課
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
局
北
米
二
課
勤
務
。

（
38
）  

Ｅ
Ｃ
諸
国
が
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
い
中
で
、
日
本
は
招
請
状
を
受
け
取
っ
て
か
ら
二
日
後
に
会
議
参
加
を
表
明
し
た
。
北
米
二
「
エ
ネ
ル 

ギ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
主
な
経
緯
」
一
九
七
四
年
二
月
一
八
日
（2007⊖219

）。

（
39
）  

白
鳥
、
前
掲
「
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
の
設
立
と
日
本
外
交
」
二
八
―
二
九
頁
。

（
40
）  

Ｃ
Ｏ
Ｅ
オ
ー
ラ
ル
・
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
宮
崎
弘
道
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
政
策
研
究
大
学
院
大
学
、
二
〇
〇
五
年
、
一
五
二
頁
。

（
41
）  H

enry Kissinger, Years of U
pheaval

（Boston: Little, Brow
n, 1982

）, p. 896.

（
42
）  

中
曽
根
の
石
油
危
機
前
後
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
中
曽
根
康
弘
『
海
図
の
な
い
航
海
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
、
を
参
照
。
た
だ
し
、

田
中
角
栄
首
相
は
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
カ
ル
テ
ル
に
対
応
す
る
消
費
者
カ
ル
テ
ル
と
い
う
の
は
あ
っ
て
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
は
対
抗
し
な
い

と
」
と
消
費
国
間
協
調
に
は
理
解
を
示
し
て
い
た
と
い
う
。
小
長
啓
一
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
〇
年
六
月
一
一
日
）。
小
長
氏
は
、
石

油
危
機
当
時
の
首
相
秘
書
官
（
通
産
省
か
ら
の
出
向
）。

（
43
）  

白
鳥
、
前
掲
「
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
の
設
立
と
日
本
外
交
」
二
八
頁
。

（
44
）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
四
年
一
一
月
一
九
日
、
九
面
。

（
45
）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
四
年
一
一
月
一
五
日
（
夕
刊
）、
一
面
。

（
46
）  

中
近
東
課
「
昭
和
四
八
年
度
中
近
東
大
使
会
議
議
事
要
録
」
作
成
日
不
明
（2007⊖417

）。

（
47
）  

た
だ
し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
を
決
断
し
、
戦
争
に
向
け
た
調
整
を
具
体
的
に
始
め
る
の
は
一
九
七
三
年
九
月
以
降
で
あ
り
、
七

月
時
点
に
お
け
る
日
本
の
情
勢
判
断
は
必
ず
し
も
間
違
っ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。

（
48
）  

経
資
源
・
中
近
東
課
・
調
査
部
「
中
東
戦
局
の
国
際
石
油
供
給
へ
及
ぼ
す
影
響
」
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
五
日
（2008⊖539

）。
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（
49
）  

日
本
が
石
油
戦
略
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
い
う
情
勢
判
断
に
は
、
一
〇
月
一
九
日
に
ア
ラ
ブ
諸
国
の
在
京
大
使
が
大
平
外
相
と
の
会
談
で
「
正

式
な
連
絡
は
な
い
が
と
こ
と
わ
り
つ
つ
『
日
本
に
対
す
る
影
響
は
な
い
も
の
と
理
解
す
る
』」
と
明
言
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
中
近
東
課

「
大
平
外
務
大
臣
と
在
京
ア
ラ
ブ
諸
国
大
使
と
の
会
見
」
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
九
日
（2009⊖405

）、
経
資
源
「
中
東
戦
争
と
石
油
情
勢
」 

一
九
七
三
年
一
〇
月
一
九
日
（2008⊖539

）。

（
50
）  
国
際
資
源
室
「
第
二
回
国
際
資
源
問
題
担
当
官
会
議
議
事
録
」
一
九
七
四
年
三
月
（2007⊖573

）、
林
昭
彦
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
51
）  
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
三
四
―
三
五
頁
。
前
日
ま
で
は
、
駐
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
館
か
ら
は
日
本
は
「
友

好
国
」
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
観
測
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
駐
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
発
外
相
宛
第
二
〇
六
号
「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
生
産

削
減
と
禁
輸
」
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
九
日
（2008⊖535

）。

（
52
）  

経
済
局
国
際
資
源
室
「
ア
ラ
ブ
産
油
国
の
石
油
戦
略
に
対
す
る
わ
が
国
の
対
応
策
」
一
九
七
三
年
一
〇
月
二
二
日
（2008⊖530

）。

（
53
）  

「
中
東
問
題
に
関
す
る
二
階
堂
官
房
長
官
談
話
」
一
九
七
三
年
一
一
月
二
二
日
、
外
務
省
編
『
わ
が
外
交
の
近
況
　
一
九
七
四
年
版
』
下
巻
、

一
一
五
頁
。

（
54
）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
二
日
、
六
面
。

（
55
）  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
一
二
〇
―
一
二
一
頁
、
高
安
、
前
掲
『
首
相
の
権
力
』
一
五
四
頁
、
及
び
林
昭
彦
氏

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
56
）  

中
東
政
策
「
明
確
化
」
が
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
た
際
、「
霞
が
関
で
は
、
対
ア
ラ
ブ
外
交
は
外
務
省
、
石
油
供
給
や
モ
ノ
不
足
の
対
応
、
物

価
上
昇
の
抑
制
と
い
っ
た
国
内
の
対
策
は
通
産
省
、
と
い
う
体
制
が
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
た
」
と
い
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇

年
そ
の
時
日
本
は
』
五
〇
頁
。

（
57
）  

高
安
、
前
掲
『
首
相
の
権
力
』
一
五
五
頁
。

（
58
）  

木
内
昭
胤
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
〇
年
六
月
一
九
日
）。
木
内
氏
は
、
当
時
首
相
秘
書
官
（
外
務
省
か
ら
の
出
向
）。

（
59
）  

石
川
良
孝
『
オ
イ
ル
外
交
日
記
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
、
七
四
―
七
五
頁
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』

三
九
―
四
〇
頁
、
も
参
照
。
当
時
調
査
室
長
を
務
め
、
二
階
堂
官
房
長
官
談
話
起
草
作
業
を
担
当
し
た
有
馬
龍
夫
も
こ
の
立
場
で
あ
っ
た
。
有
馬

龍
夫
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
〇
年
七
月
三
〇
日
）。

（
60
）  Yoshitsu, op. cit., p. 7; 

木
内
昭
胤
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
中
曽
根
、
前
掲
『
海
図
の
な
い
航
海
』、
中
曽
根
康
弘
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
伊

藤
隆
、
佐
藤
誠
三
郎
）『
天
地
有
情
』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
六
年
、
二
七
一
―
二
七
五
頁
、
高
安
、
前
掲
『
首
相
の
権
力
』
一
五
三
―
一
五
六
頁
。
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（
61
）  

大
平
正
芳
『
風
塵
雑
爼
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
七
年
、
一
九
八
―
二
一
四
頁
、
前
掲
『
宮
崎
弘
道
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
一
五
二
― 

一
六
一
頁
、
高
安
、
前
掲
『
首
相
の
権
力
』
一
五
三
―
一
五
六
頁
、
林
昭
彦
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
62
）  

「
第
四
次
中
東
戦
争
に
関
す
る
山
下
元
利
官
房
副
長
官
発
言
」
一
九
七
三
年
一
〇
月
八
日
、
外
務
省
編
『
わ
が
外
交
の
近
況
　
一
九
七
四
年

版
』
下
巻
、
一
一
五
頁
。
同
声
明
は
、
通
常
の
事
務
処
理
手
続
き
に
従
っ
て
、
主
管
課
で
あ
る
外
務
省
中
近
東
ア
フ
リ
カ
局
中
近
東
課
が
起
草
し
、

閣
議
了
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
セ
ラ
ル
ニ
ッ
ク
、
前
掲
「
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
の
対
外
政
策
」
三
一
〇
頁
。

（
63
）  

「
ト
イ
レ
ッ
ト
・
ペ
ー
パ
ー
騒
動
」
な
ど
石
油
危
機
時
の
一
連
の
パ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
柳
田
、
前
掲
『
狼
が
や
っ
て
き
た
日
』
三
六
― 

五
四
頁
、
一
〇
一
―
一
一
二
頁
、
を
参
照
。

（
64
）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
二
日
、
六
面
。

（
65
）  

経
資
源
「
わ
が
国
と
し
て
緊
急
に
検
討
す
べ
き
処
置
（
案
）
未
定
稿
」
一
九
七
三
年
一
〇
月
二
五
日
（2008⊖539

）。

（
66
）  

調
査
部
「
中
東
問
題
の
見
通
し
と
わ
が
国
の
対
策
」
一
九
七
三
年
一
〇
月
二
九
日
（2008⊖530

）。

（
67
）  

近
近
合
第
四
五
号
「
口
上
書
」
一
九
七
三
年
一
〇
月
二
五
日
（2010⊖273

）。

（
68
）  

外
務
省
「
中
東
問
題
の
見
通
し
と
わ
が
国
の
対
策
（
案
）」
一
九
七
三
年
一
一
月
七
日
（2008⊖539

）。

（
69
）  

経
済
局
「
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
石
油
供
給
制
限
の
わ
が
国
に
与
え
る
影
響
等
（
試
論
）」
一
九
七
三
年
一
一
月
九
日
（2008⊖539

）、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
四
九
―
五
〇
頁
。
な
お
、
石
川
良
孝
ク
ウ
ェ
ー
ト
大
使
は
回
想
録
の
中
で
、
一
一
月
五
日
の

Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
声
明
は
従
来
の
政
策
を
明
確
に
し
た
だ
け
で
あ
り
、
厳
し
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
情
報
を
本
省
に
伝
え
た
が
黙
殺
さ
れ
た

と
述
べ
て
い
る
（
石
川
、
前
掲
『
オ
イ
ル
外
交
日
記
』
九
六
―
九
八
頁
）。
し
か
し
、「
前
回
の
決
定
よ
り
「TIG

H
TER

」
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
」
と
い
う
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
関
係
者
の
談
話
を
追
加
的
に
伝
え
る
な
ど
ク
ウ
ェ
ー
ト
大
使
館
か
ら
の
情
報
も
錯
綜
し
て
い
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
大

使
発
外
相
宛
第
三
八
九
号
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
湾
岸
諸
国
石
油
大
臣
会
議
及
び
ア
ラ
ブ
石
油
大
臣
会
議
（
ア
リ
　
サ
バ
ー
ハ
石
油
省
次
官
補
の
内
話
）」

一
九
七
三
年
一
一
月
七
日
、
外
務
省
移
管
フ
ァ
イ
ル
『
ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機
構
』（SB. 19. 3. 6

）。

（
70
）  

「
中
東
問
題
に
関
す
る
二
階
堂
官
房
長
官
の
発
言
」
一
九
七
三
年
一
一
月
六
日
、
外
務
省
編
『
わ
が
外
交
の
近
況
　
一
九
七
四
年
版
』
下
巻
、

一
一
五
頁
。

（
71
）  

密
使
に
よ
る
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
七
五
―
九
〇
頁
、
柳
田
、
前
掲
『
狼
が
や
っ

て
来
た
日
』
五
五
―
八
五
頁
、
に
詳
し
い
。

（
72
）  

駐
レ
バ
ノ
ン
大
使
発
外
相
宛
第
四
四
八
号
「
サ
ウ
デ
ィ
・
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
削
減
措
置
事
情
調
査
」
一
九
七
三
年
一
一
月
一
三
日
（2009⊖
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412

）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
七
五
―
九
〇
頁
、
有
馬
龍
夫
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
73
）  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
九
一
―
一
三
四
頁
。

（
74
）  Deptel222140, 

“GO
J attitude tow

ard Arab Pressures,

” 10 N
ovem

ber 1973, Access to Archival Database

（http://aad.archives.gov/
　
　aad/index.jsp

）

（
75
）  
一
九
七
三
年
一
一
月
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
訪
日
時
に
お
け
る
会
談
の
詳
細
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
池
上
、
前
掲
「
第
一
次
石
油
危
機
に
お

け
る
日
本
外
交
」。

（
76
）  M

em
orandum

 of Conversation, 

“Secretary

’s Call on Prim
e M
inister,

” 15 N
ovem

ber 1973, N
ational Security Archive, Japan 

and the U
nited States: diplom

atic, security and econom
ic relations, 1960 ⊖1976

﹇hereafter cited as N
SA

﹈, N
o. 01832; M

em
o-

randum
 of Conversation, 

“Oil,

” 15 N
ovem

ber 1973, N
SA
, N
o. 01833.

（
77
）  M

em
orandum

 of Conversation, 

“Middle East Situation and Prospects,

” 14 N
ovem

ber 1973, N
SA
, N
o. 01830.

（
78
）  Kissinger, op. cit., pp. 743⊖745.

（
79
）  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
一
〇
一
―
一
〇
二
頁
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
調
整
案
は
「
全
占
領
地
か
ら
の
撤

退
」
も
「
再
検
討
」
も
含
ま
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
政
府
内
の
検
討
で
は
考
慮
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。「
官
房
長
官
談
話
（
米
側

と
の
調
整
済
案
）」
作
成
者
お
よ
び
日
付
無
し
（2010⊖273

）。

（
80
）  M

em
orandum

 of Conversation, 

“Implications of O
il Crisis for Japan

’s D
om
estic and International Econom

ic Policies,

” 14 
N
ovem

ber 1973, N
SA
, N
o. 01829.

（
81
）  M

inutes, 

“Secretary's Staff M
eeting, M

onday, N
ovem

ber 19, 1973, 12 : 05 p.m
.,

” 19 N
ovem

ber 1973, Kissinger Transcripts, 
D
igital N

ational Security Archive, N
o. 913.

（
82
）  Kissinger, op. cit., p. 745.

第
一
次
石
油
危
機
前
後
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
諸
国
の
中
東
政
策
と
米
欧
関
係
に
つ
い
て
は
、D

aniel M
öckli, Euro-

pean Foreign Policy during the Cold W
ar: H

eath, Brandt, Pom
pidou and the D

ream
 of Political U

nity

（London: I.B. Tauris, 
2009

）pp. 184⊖247

、
を
参
照
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、Aurélie Élisa G

feller, 

“A European 
Voice in the Arab W

orld: France, the Superpow
ers and the M

iddle East, 1970‒74,

” Cold W
ar H

istory, First published on: 04 
January 2011

（iFirst

）。

（
83
）  

大
平
外
相
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
帰
国
後
に
田
中
首
相
に
対
し
て
「
外
向
き
の
こ
と
は
俺
が
や
る
か
ら
俺
に
任
せ
ろ
よ
、
い
い
な
」
と
電
話
し
、
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自
ら
が
決
断
を
下
す
了
承
と
取
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、「
明
確
化
」
が
外
務
省
の
決
定
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前

掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
一
一
七
頁
）。

（
84
）  

駐
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
発
外
相
宛
第
二
三
四
号
「
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
減
産
（
意
見
具
申
）」
一
九
七
三
年
一
一
月
一
〇
日
（2008⊖ 

535

）。

（
85
）  
外
相
発
駐
米
大
使
宛
第
三
〇
二
五
号
「
中
東
紛
争
に
対
す
る
わ
が
国
の
態
度
表
明
」
一
九
七
三
年
一
一
月
一
八
日
（2010⊖273

）。

（
86
）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
一
九
日
、
一
面
。

（
87
）  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
一
二
四
頁
。

（
88
）  

外
相
発
駐
米
大
使
宛
第
三
〇
三
五
号
「
中
東
紛
争
に
対
す
る
わ
が
国
の
態
度
表
明
」
一
九
七
三
年
一
一
月
一
九
日
（2010⊖273

）。

（
89
）  M

em
orandum

 of Conversation, 

“Proposed Japanese Statem
ent on M

iddle East Situation: Japanese Am
bassador

’s Call on 
Secretary Kissinger,

” 19 N
ovem

ber 1973, N
SA
, N
o, 1837.

日
付
が
一
一
月
一
九
日
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
時
差
に
よ
る
も
の
で
会
談
は

日
本
時
間
一
一
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
。

（
90
）  

有
馬
龍
夫
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
91
）  

三
木
特
使
に
つ
い
て
は
、
中
近
東
ア
フ
リ
カ
局
「
三
木
特
使
中
近
東
八
ヵ
国
訪
問
」
一
九
七
四
年
一
月
（2007⊖218

）。

（
92
）  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
前
掲
『
戦
後
五
〇
年
そ
の
時
日
本
は
』
一
九
四
―
一
九
七
頁
。

（
93
）  

有
馬
龍
夫
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
94
）  

前
掲
『
宮
崎
弘
道
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
一
五
三
頁
及
び
一
六
五
頁
。

（
95
）  

白
鳥
、
前
掲
「
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
の
設
立
と
日
本
外
交
」
二
〇
頁
。

（
96
）  

「
石
油
危
機
に
お
け
る
日
本
の
対
中
東
対
応
と
ア
メ
リ
カ
の
反
応
」
細
谷
千
博
、
有
賀
貞
、
石
井
修
、
佐
々
木
卓
也
編
『
日
米
関
係
資
料
集 

一
九
四
五
―
九
七
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
八
八
八
―
八
八
九
頁
。

（
97
）  

経
済
局
国
際
資
源
室
「
サ
ウ
デ
ィ
・
ア
ラ
ビ
ア
に
よ
る
産
油
量
調
整
の
可
能
性
」
一
九
七
三
年
九
月
五
日
（2008⊖00539

）。

（
98
）  

在
外
公
館
の
情
報
収
集
努
力
に
つ
い
て
は
、
石
油
危
機
時
に
駐
ク
ウ
ェ
ー
ト
大
使
を
務
め
て
い
た
石
川
良
孝
の
回
想
録
を
参
照
。
石
川
、
前
掲

『
オ
イ
ル
外
交
日
記
』。

（
99
）  

中
東
政
策
の
主
管
課
は
中
近
東
ア
フ
リ
カ
局
中
近
東
課
だ
が
、
山
本
学
課
長
と
地
引
嘉
博
首
席
事
務
官
が
共
に
多
忙
を
極
め
た
こ
と
か
ら
、
実

際
の
起
草
作
業
は
山
本
課
長
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
有
馬
龍
夫
調
査
室
長
が
担
当
し
た
。
有
馬
龍
夫
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
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（
100
）  

外
務
省
「
外
務
省
機
構
改
革
実
施
方
針
」
一
九
六
八
年
六
月
二
四
日
（2010⊖96

）。

（
101
）  

政
策
企
画
機
能
強
化
の
試
み
に
つ
い
て
は
、
井
上
正
也
「
日
本
政
府
の
一
九
七
〇
年
代
ア
ジ
ア
秩
序
構
想

―
中
国
問
題
を
中
心
に
」
日
本
国

際
政
治
学
会
二
〇
一
〇
年
度
研
究
大
会
報
告
ペ
ー
パ
ー
、
三
―
九
頁
、
を
参
照
。

（
102
）  
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
前
半
に
行
わ
れ
た
総
合
安
全
保
障
論
の
検
討
は
、
こ
の
課
題
に
関
す
る
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
総
合

安
全
保
障
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
中
西
寛
「
総
合
安
全
保
障
論
の
文
脈
」『
年
報
政
治
学
』
第
四
八
号
、
一
九
九
七
年
一
二
月
、
九
七
―
一
一
五

頁
、
を
参
照
。

白
鳥
　
潤
一
郎
（
し
ら
と
り
　
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
）

　
所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
所
属
学
会
　
　
日
本
国
際
政
治
学
会
、
国
際
安
全
保
障
学
会
、
日
本
比
較
政
治
学
会

　
専
攻
領
域
　
　
国
際
政
治
学
、
日
本
政
治
外
交
史

　
主
要
著
作
　
　「
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
の
設
立
と
日
本
外
交

―
第
一
次
石
油
危
機
に
お
け
る
先

進
国
間
協
調
の
模
索

―
」『
国
際
政
治
』
第
一
六
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）

　
　
　
　
　
　
　「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
政
策
の
胎
動

―
石
油
市
場
の
構
造
変
動
と
「
対
外
石
油

政
策
」
の
形
成
、
一
九
六
七
―
一
九
七
三

―
」『
国
際
安
全
保
障
』
第
三
八
巻
第

四
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）


